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Ⅲ 選択的評価事項Ａ 研究活動の状況 

 

１ 選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」に係る目的 

 

 本校の研究活動は，高度技術教育研究センターを拠点として行われ，その目的は以下のとおりで

ある。 

１．高度技術の教育による創造性豊かな人材育成 

２．専門分野の枠を越えた研究体制による教育研究の推進 

３．地域産業の技術高度化への貢献 
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選択的評価基準 研究活動の状況  

 

（１）観点ごとの分析  

観点Ａ－１－①： 高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切に整備

され，機能しているか。 
（観点に係る状況） 

研究活動の目的として，「高度技術の教育による創造性豊かな人材育成」，「専門分野の枠を越

えた研究体制による教育研究の推進」，「地域産業の技術高度化への貢献」を掲げている。この

目的を達成するために，高度技術教育研究センターが設置され，研究を支援する体制を整えて

いる（資料Ａ－１－①－１）。 

「高度技術の教育による創造性豊かな人材育成」を達成するために，学生の卒業研究や特別

研究を各学科ごとに教員の指導の下，その教員の専門性を活かした研究テーマで実施している。

特に専攻科課程の学生には，中国四国地区専攻科生研究交流会や学会などで発表することを強

く促し，研究活動を通じた人材育成をおこなっている（資料Ａ－１－①－２）。また，毎年，科

学技術特別シンポジウムを開催し，専攻科課程の学生を出席・聴講させるとともに，特別研究

の内容をパネル展示して企業からの出席者などと質疑討論する機会を設けている（資料Ａ－１

－①－３）。なお，学生の高度技術教育を進めるためには，教員自らが専門の研究レベルを維持

する必要があり，そのための支援も行っている。研究費は，年度当初に教員が個別に提出する

研究計画調書などを査定し，適切に配分されている（資料Ａ－１－①－４，資料Ａ－１－①－

５）。研究計画調書には教育へのフィードバックという項目があり，人材育成への配慮も査定の

対象となっている。高度技術教育研究センターは，本館に先端的かつ幅広い分野の設備を備え

た 5 つの実験室，別館のインキュベーション・ラボラトリーにバイオサイエンス，ナノ制御マ

テリアル，エレクトロ計測制御の３つのエリアと超伝導磁石核磁気共鳴装置（NMR）室を有し

ており，申請に応じて教員や学生の研究グループが使用できるようにしている（資料 A－１－

③－６）。技術職員は技術室に 14 名配置され，本校の研究に対する支援に貢献している。 

「専門分野の枠を越えた研究体制による教育研究の推進」を達成するために，異なる専門分

野の複数教員が連携して研究を行えるように支援している。例えば，高度技術教育研究センタ

ーの本館実験室や別館インキュベーション・ラボラトリーについて，学外の企業及び公的研究

機関との共同研究による利用の他に，本校の複数学科の教員から構成した研究グループによる

学際的研究でも利用できるようにしている（資料Ａ－１－①－７）。さらに，種々の学内共同研

究に対して共同研究推進費を配分し，資金面の支援を行っている（資料Ａ－１－①－８）。 
「地域産業の技術高度化への貢献」を達成するために，高度技術教育研究センターが地域企

業などとの窓口となって様々な活動をしている。また，教員の現在の研究テーマ，専門分野，

相談可能なテーマ，研究業績などは研究者総覧としてホームページに掲載されており，企業な

どから直接教員へ問い合わせすることも可能になっている（資料Ａ－１－①－９）。産学連携を

発展させるために，新居浜高専技術振興協力会 愛テクフォーラムを平成 17 年７月に発足させ

た（資料Ａ－１－①－１０）。企業会員の約半数が参加する研究専門部会が７部会設置されてい

る（資料Ａ－１－①－１１）。新居浜高専と新居浜市は，平成 16 年７月，まちづくり，産業，

教育等の分野において相互に協力し，地域の振興・発展，教育研究の充実及び人材の育成に寄
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与することを目的とする連携協定を締結している（資料Ａ－１－①－１２）。この協定書に基づ

き，「新居浜市・新居浜工業高等専門学校連携協力推進会議」が設置されており，そのもとに，

「産業の振興に関する専門部会」を組織して，地域の発展に係る共同研究や産業振興を推進し

ている（資料Ａ－１－①－１３）。産官学の情報交流の場として，地域企業と教員とを対象とし

た工業技術懇談会を，毎年本校で開催しており，平成 18 年度には通算 41 回に達している。平

成 17 年度には他高専の講演を取り入れ，平成 18 年度には愛テクフォーラムの法人会員の技術・

シーズを地域社会へ発信した（資料Ａ－１－①－１４，資料Ａ－１－①－１５）。また，「新居

浜高専技術シーズ集―１」を作成して地元企業に発信するとともに，地元経済紙への記事の連

載を開始した（資料Ａ－１－①－１６，資料Ａ－１－①－１７）。外部支援としては，平成 16

年度からスタートした「ナノテク・材料」を特定領域とした都市エリア事業が３年目に入り，

資金的な支援を受けるとともに，産学連携促進ために専任の科学技術コーディネータが２名配

置されている（資料Ａ－１－①－１８）。都市エリア事業の他に，西条産業情報支援センター，

えひめ産業振興財団，四国経済産業局，産業技術総合研究所四国センターのコーディネータか

ら個別に支援を受けている。外部の多様な人材との連携を図ることにより，地域連携を一層推

進するための交流拠点として，平成 17 年度にリエゾンルームを整備した（資料Ａ－１－①－１

９）。また，知的財産の権利化等を行うために，平成 16 年度に知的財産委員会を設置している

（資料Ａ－１－①－２０）。 

 

資料Ａ－１－①－１

新居浜工業高等専門学校高度技術教育研究センター規程 

平成11年３月19日規程第２号

（設置）  

第１条 新居浜工業高等専門学校に，学内共同利用教育研究施設及び地域との連携協力を図る施

設として，新居浜工業高等専門学校高度技術教育研究センター（以下「高度技術教育研究セン

ター」という。）を置く。 

（目的）  

第２条 高度技術教育研究センターは，広い視野での教育による創造性豊かな人材育成と従来の

専門分野の枠を越え，相互に融合した有機的研究体制による教育研究の推進を図り，併せて地

域産業の発展に資することを目的とする。 

（業務）  

第３条 高度技術教育研究センターは，次の各号に掲げる業務を行う。 

(１) 学生に対する高度技術教育に関すること。  

(２) 学内共同及び学際的研究の推進に関すること。  

(３) 地域産業の技術高度化，情報化への貢献と共同研究の推進に関すること。 

(４) その他高度技術教育研究に関すること。  

（組織）  

第４条 高度技術教育研究センターに，次の部門を置く。 

(１) メカトロニクス研究開発部門  

(２) 機能性材料開発部門  

(３) 高福祉社会創造技術部門  

(４) 環境技術部門  

(５) 地域情報化技術部門  

（職員等）  

第５条 高度技術教育研究センターは，次の職員をもって組織する。 
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(１) 高度技術教育研究センター長（以下「センター長」という。）  

(２) 高度技術教育研究センター副センター長（以下「副センター長」という｡)  

(３) 研究員  

(４) 客員研究員  

２ センター長は，教授をもって充て，校長が任命する。 

３ 副センター長は，教授又は助教授をもって充て，校長が任命する。 

４ 研究員は，本校教員の中から，必要に応じて，校長が任命する。 

５ 客員研究員は，企業等から研究の申し出があった者に対し，校長が選考のうえ，認めた者と

する。 

（センター長及び副センター長の職務）  

第６条 センター長は，高度技術教育研究センターの業務を総括する。 

２ 副センター長は，センター長の職務を補佐する。 

（委員会）  

第７条 高度技術教育研究センターに，高度技術教育研究センター運営委員会（以下「委員会」

という。）を置く。 

２ 委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。 

(１) 高度技術教育研究センターの基本方針に関する事項  

(２) 高度技術教育研究センターの設備等の利用計画に関する事項  

(３) 各学科，数理科及び一般教養科並びに各部門との連絡調整に関する事項 

(４) 学生に対する高度技術教育に関する事項  

(５) 受託研究・共同研究の受入れ及びその実施に関する事項  

(６) 発明に係る権利の帰属等に関する事項  

(７) 公開講座に関する事項（小・中学生を対象とするものを除く。）  

(８) その他高度技術教育研究センターの運営に必要な事項  

（委員会の組織）  

第８条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。  

(１) センター長  

(２) 副センター長 ２人  

(３) 事務部長  

(４) センター長及び副センター長の属する学科・科以外から選ばれた教員 ３人  

(５) その他校長が必要と認めた者  

２ 委員会の委員は，校長が委嘱する。 

３ 第１項第４号の委員の任期は，１年とする。ただし，再任を妨げない。 

４ 前項の委員に欠員が生じた場合の補欠委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

（委員長）  

第９条 委員会に委員長を置き，センター長をもって充てる。 

２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。ただし，委員長に事故あるときは副センター

長がその職務を代行する。 

（委員以外の者の出席）  

第10条 委員長は，必要に応じて委員でない者を委員会に出席させることができる。 

（事務）  

第11条 高度技術教育研究センターの事務は，総務課において処理する。 

（雑則）  

第12条 この規程に定めるもののほか，高度技術教育研究センターに関し，必要な事項は別に定

める。 

 附 則  

１ この規程は，平成11年４月１日から施行する。 

２ 新居浜工業高等専門学校公害教育研究センター規程（昭和54年規則第７号）は廃止する。  

 附 則  
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 この規程は，平成11年９月８日から施行する。 

 附 則  

 この規程は，平成15年４月１日から施行する。 

 附 則  

 この規程は，平成16年４月１日から施行する。 

（出典  新居浜工業高等専門学校規則集）

 

資料Ａ－１－①－２

２ 特別研究と学会発表 

(1) 特別研究の重視 
   専攻科では、独創力、解析力、技術的統合能力、プレゼンテーション能力などの涵養の

ため、特別研究を課しています。特別研究は、専攻科に在学する 2 年間にわたり、各専門

の指導教員のもとで実施する研究であり、特別研究の課題に関する専門的知識の修得のみ

ならず、研究の進め方や発表の仕方についてのノウハウ修得など、専攻科教育課程の中で

最も特徴的な科目です。特別研究は、本科 5 年次に実施する卒業研究に引き続いて行うこ

とを基本にしており、指導教員の研究から自分の研究へと深化し、関連する学会で発表で

きるレベルまで研究内容を深く掘り下げることが可能となっています。特別研究の成果

は、在学中に専門分野の学会等で 1 回以上発表することを最低目標としています。全員積

極的に挑戦しましょう。 

(2) 学会発表の意義 

 図 1 は専攻科生の学会等にお

ける口頭発表、論文発表の実績

を示しています。学会発表 

は、訓練の場ではありません。

真剣勝負の場であり、その経験

は重要です。研究の背景や目的

の確認、データ収集・整理に始

まり、発表内容の構成、概要や

プレゼンテーション資料の作成

へと続き、発表練習、本番の発

表・質疑応答までが発表です。これらを経験した学生のほとんどは、今までにない不安や

緊張感、そして開放感、達成感を味わっています。さらに、「自分の研究に自身が持てた」

「この経験は自分の財産となる」「頑張る姿勢を忘れなければ必ず報われる」「これは確か

なことだと分かった」などと感じています。 

研究成果は世に発表しなければ埋もれてしまって無意味となります。また、発表するこ

とで研究内容が練られ、論文を書くことによってさらに研究すべき新しいテーマが生じて

きます。それが次の研究への意欲となり、どんどん活性化していくのです。図 1 からわか

るように、ここ数年、口頭発表・論文発表ともに増加傾向にあります。皆さんも、先輩の

後に続いて口頭発表や論文発表に取り組んでくれることを望みます。 

 

0

5

10

15

20

25

30

35

件
数

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

平成年度

口頭発表(件数) 論文発表(紀要を含む件数)



新居浜工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

 - 6 -

（出典 平成１８年度専攻科履修要覧）

 

資料Ａ－１－①－３

日   程   表 
 

１ 日 時   平成１８年７月１４日（金） １４時３０分～１６時５０分 
                                            （受付開始  １４時） 
 

２ 場 所   新居浜工業高等専門学校 第１会議室 
 
３ 次 第 

  14:30～14:40  開会挨拶 新居浜工業高等専門学校長 水野 豊  
  14:40～15:30  講演題目 「Ｘ線屈折画像開発 

                －医用画像と材料検査において役立つであろうか－」 
          講師   東京理科大学総合研究機構ＤＤＳ研究センター 
               教授 安藤 正海  氏 
  15:30～15:50  休憩：懇談、パネル展示（専攻科生の研究成果紹介） ２０分 
  15:50～16:40  講演題目 「発想力教育」 
          講師   岡山大学創造工学センター長 
               教授 塚本 真也 氏 
  16:40～16:50  閉会挨拶 (財) 東予産業創造センター専務理事 片上 政明 
 

（出典 科学技術特別シンポジウム（第7回）講演要旨集）

 

資料Ａ－１－①－４

研究費の配分状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成18年度教員研究費配分一覧表）

学科等 現員 配分金額 

校長 1 人 419,400 円

機械工学科 11 人 3,598,100 円

電気情報工学科 13 人 4,254,300 円

電子制御工学科 10 人 3,266,400 円

生物応用化学科 12 人 4,087,600 円

材料工学科 11 人 3,439,100 円

数理科 12 人 3,240,400 円

一般教養科 16 人 4,459,400 円

合  計 86 人 26,764,700 円
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資料Ａ－１－①－５

氏　　名

地域との連携

 

注）研究業績が掲載されている「平成1７年度国立新居浜工業高等専門学校年間業績報告」の該当ページのコピーを添付してくださ
い（原稿段階のものでも可）。

研 究 計 画 ･
方 法 ･ 概 要

 

研究の教育へ
の フ ィ ー ド
バ ッ ク

 

テ ー マ 名
 

研 究 目 的

 

平成1８年度 研究計画調書
平成    年 　月　  日

学 科 名  職　　名   
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（卒業研究）

（特別研究）

備 考

一般 総合評価

計 画 評 価

卒業研究・特別
研究のテーマ名

区 分 機械 電気 電子 材料 数理

平
成
18
年
度
の
具
体
的
な
研
究
計
画

内 容

 

外 部 資 金

 

研究成果の発
表 予 定

 

 

（出典 総務課資料）

 

資料Ａ－１－①－６

高度技術教育研究センターの概要 

 本センターは「本館」と「別館」で構成されています。5 階建ての生物応用化学棟の 1 階を「本館」とし、旧公

害教育研究センターを「別館」としております。本館は敷地面積が 410m2 で平成 12 年 3 月に完成し、5 の実

験室，ラウンジ室，管理室から成ります。また、別館は敷地面積が 325m2 の平屋建で、平成 17 年 4 月にイン

キュベーション・ラボラトリー（研究目的に応じて研究設備を機動的に組み合わせることができるオープンな研

究施設）として改修し、バイオサイエンスエリア，ナノ制御マテリアルエリア，エレクトロ計測制御エリアの３エリ
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アから成ります。  

高度技術教育研究センター本館 

（生物応用化学棟１階） 

インキュベーション・ラボラトリー 

（高度技術教育研究センター別館） 

（出典 本校ホームページ）

 

資料Ａ－１－①－７

Subject:  平成１９年度高技センターテーマ募集について！ 
 
みなさまへ 
 
いつも大変お世話になっております。 
高度技術教育研究センターです。 
 
来年度の研究に関する高技センターテーマを募集します。 
従来の高技センターテーマ募集は新年度が始まって行って 
おりましたが、今回から高技センターテーマを新年度が始まる 
４月１日より実施していただくために、この時期に募集することに 
しました。 
また、下記の条件に従って高技センターテーマとして採択するか 
どうかの審査も行います。 
 
※高技センター実験室の使用を希望される方及び 
 高技センター機器の使用を希望する方は 
 必ず高技センターテーマを出して下さい。 
 
高技センターテーマとしては、下記の条件が必要です。 
 ①企業との共同研究 
     １０万円程度以上の外部資金（公式に）を得ているテーマ。 
     または、外部の企業等と非公式に共同して研究に取り組んでいる 
     テーマで、翌々年度までには外部資金を得るか、特許の出願を行うもの。 
 ②他の公的機関との共同研究 
     発展性があると特別に認められたテーマで、翌々年度までには 
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     競争的外部資金に応募し採択される可能性のあるものか、 
     特許の出願を行うもの。 
 ③学内の複数学科での共同研究 
     発展性があると特別に認められたテーマで、翌々年度までには 
     競争的外部資金に応募し採択される可能性のあるものか、 
     特許の出願を行うもの。 
 
※募集期間：１月１２日（金）まで 
提出先 ：中山（nakayama@chem.niihama-nct.ac.jp）まで 
     電子ファイルにてお願い致します。 
     添付ファイルの書式にて。 
     実験室使用希望者は、そちらの申請書もお忘れなく。 
 
以上、よろしくお願い致します。 

（出典 高度技術教育研究センターからの電子メール）

 

資料Ａ－１－①－８

 
（出典 総務課資料）
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資料Ａ－１－①－９

新居浜高専研究者総覧

下記の教員名をクリックすると、新居浜高専の研究者情報を見ることができます。 

また、四国６高専の研究者情報を四国６高専研究者検索システムで検索できます。  

機械工学科 電気情報工学科 電子制御工学科 生物応用化学科 材料工学科 

 

刑部 冨夫 

豊田 幸裕 

鎌田 慶宣 

谷口 佳文 

下村 信雄 

北住 順一 

石井 重典 

吉川 貴士 

松田 雄二 

宮田  剛 

谷脇 充浩 

 

伊月 宣之 

馬淵 真人 

佐藤 眞一 

皆本 佳計 

檀上 光昭 

稲見 和生 

井門 英司 

尾西 康次 

王  欣 

平野 雅嗣 

先山 卓朗 

香川 福有 

横山 隆志 

 

田中大二郎 

榊原 久司 

今井 伸明 

深山 幸穂 

出口 幹雄 

山田 正史 

栗原 義武 

松村 弘志 

白井みゆき 

占部 弘治 

松友 真哉 

 

牛尾 一利 

桑田 茂樹 

中川 克彦 

河村 秀男 

中山  享 

早瀬 伸樹 

衣笠  巧 

勝浦  創 

間淵 通昭 

牧  慎也 

西井 靖博 

堤  主計 

 

曽我部卓三 

池内 保一 

谷  耕治 

相根 博道 

高橋 知司 

新田 敦己 

松原 靖廣 

志賀 信哉 

松英 達也 

朝日 太郎 

日野 孝紀 

一般教養科 数理科 

 

野口 裕子 

谷本 修治 

鹿毛 敏夫 

森長  新 

木本 伸 

野田 善弘 

井上 嘉仁 

 

尾崎 司郎 

鴻上 政明 

塚野  修 

野村真理子 

佐渡 一邦 

Tabesh Ray 

 

安藤 進一 

今城 英二 

夛田 博範 

 

川崎 宏一 

小山 一夫 

千葉 克夫 

西谷 郁夫 

柳井  忠 

古城 克也 

三井  正 

 

平木 弘一 

竹田  正 

矢野 潤 

大村  泰 

柴田  亮 

（出典 本校ホームページ）
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資料Ａ－１－①－１０

新居浜工業高等専門学校技術振興協力会「愛テクフォーラム」会則 
（名称） 
第１条 本会は、新居浜工業高等専門学校技術振興協力会と称する。（通称「愛テクフォーラム」

とする。） 
（目的） 
第２条 本会は、地域社会・産業界との連携・交流を積極的に推進し、地域産業の発展など地域振

興に寄与するとともに、新居浜高専の教育研究の振興を図ることを目的とする。 
（事業） 
第３条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 
(1) 地域産業界等との人的交流、情報の交流に関すること。 
(2) 共同研究等技術研究開発の連携推進に関すること。 
(3) リフレッシュ教育等技術者育成支援に関すること。 
(4) 新居浜高専の教育研究の振興に関すること。 
(5) その他本会の目的を達成するため適当と認められる事業 
（組織） 
第４条 本会は、本会の目的に賛同する次の会員をもって組織する。 
(1) 法人会員（企業） 
(2) 一般会員（個人） 
(3) 特別会員（前２号以外の団体） 
２ 本会への入会及び退会は、本会事務局に書類により届け出るものとする。 
（役員） 
第５条 本会に、次の役員を置く。 
(1)会長１名 
(2)副会長名 
(3)理事若干名 
(4)監事名 
（役員の選出） 
第６条 役員は、総会において会員の中から選出する。 
２ 役員の任期は、２年とする。但し再任を妨げない。 
３ 補欠の役員の任期は、前任者の残任期間とする。 
（役員の任務） 
第７条 役員の任務は、次のとおりとする。 
(1) 会長は、本会を代表し、会務を総括する。 
(2) 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代行する。 
(3) 理事は、会長が必要と認めた事項を審議し、本会の運営にあたる。 
(4) 監事は、本会の会計を監査する。 
（会議） 
第８条 会議は、総会、役員会及び専門部会とする。 
（総会） 
第９条 定期総会は、年１回開催することを原則とする。ただし、会長が必要と認めたときは、臨

時総会を開催することができる。 
２ 総会において審議する事項は、次のとおりとする。 
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(1)事業計画及び予算決算 
(2)役員の選出 
(3)会則の改正 
(4)その他本会運営上の重要事項 
３ 総会は、会員の過半数の出席（委任状を含む。）をもって成立し、議決は、出席者の過半数をも

って成立する。 
（役員会） 
第 10 条 役員会は、会長が必要に応じて開催する。ただし、開催が困難である場合は、文書によ

って協議することができる。 
２ 役員会において審議する事項は、次のとおりとする。 
(1)事業の企画運営及び総会に提出する議案 
(2)その他会務遂行上必要と認められる事項 
（専門部会） 
第 11 条 専門部会に部会長を置く。 
２ 専門部会は、第３条第１号、第２号及び第３号に掲げる事項に関する諸事業を行う。 
（経費等） 
第 12 条 本会の経費は、会費、寄附金及びその他の収入金をもって充てる。 
２ 年会費は、次のとおりとする。 
(1) 法人会員年額３０，０００円 
(2) 一般会員年額５，０００円 
(3) 特別会員会費の負担義務はない。 
３  年度途中に加入する場合は、前項に定める年会費を納入するものとし、退会による既納の年会

費は払い戻さないものとする。 
（会計年度） 
第 13 条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 
（事務） 
第 14 条 本会の事務局を新居浜工業高等専門学校に置く。 
 

（出典 愛テクフォーラムパンフレット）
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資料Ａ－１－①－１１

 
（出典 愛テクフォーラムパンフレット）
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資料 A－１－①－１２

新居浜市との協定書 

（出典 新居浜市と新居浜工業高等専門学校との連携協力に関する協定書）

 

資料Ａ－１－①－１３

新居浜市・新居浜高専連携協力推進会議要綱 
 
 （趣旨） 
第１条 この要綱は、新居浜市と新居浜工業高等専門学校との連携協力に関する協定書第２条第２

項の規定に基づき、新居浜市・新居浜高専連携協力推進会議（以下「推進会議」という。）の組

織及び運営に関し、必要な事項を定めるものとする。 
 （組織） 
第２条 推進会議は、次に掲げる者をもって組織する。 
（１） 新居浜市 
  ア 助役 
  イ 企画部長 
  ウ 市民部長 
  エ 経済部長 
  オ 教育委員会事務局長 
  カ その他市長が指名する者 
（２）新居浜工業高等専門学校（以下「新居浜高専」という。） 
  ア 教務主事 
  イ 専攻科長 
  ウ 高度技術教育研究センター長 
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  エ 事務部長 
  オ その他校長が指名する者 
 （会長） 
第３条 推進会議に会長を置く。 
２ 会長は、新居浜市助役と新居浜高専教務主事が１年交代で務めるものとする。 
３ 会長は、推進会議を招集し、会長が会議の議長となる。 
４ 会長に事故があるときは、あらかじめその指名する者がその職務を代理する。 
 （専門部会） 
第４条 推進会議は、特定事項に関し専門的に協議し、かつ、事業を実施するため、専門部会を置

くことができる。 
２ 専門部会は、会長の指名する者をもって組織する。 
 （事務局） 
第５条 推進会議の事務局は、会長に応じて１年交代で新居浜市と新居浜高専に置くものとする。

 （その他） 
第６条 この要綱に定めるもののほか、推進会議の運営等に関し必要な事項は、会長が推進会議に

諮って定める。 
   附 則 
この要綱は、平成１６年７月１日から施行する。 

（出典 新居浜市・新居浜高専連携協力推進会議要綱）

 

資料Ａ－１－①－１４

第 40 回 新居浜高専 工業技術懇談会 案内文 

 

１．テーマ  『産学官交流「高専の技術を活かそうー第３回」』 

２．趣 旨  新居浜高専では平成 3 年度から、毎年、工業技術懇談会を開催し、既に第 40 回と

なります。講演等地域に最新の情報を提供すると共に、産学官との情報交流を通じて、地域産業の

発展を目指してまいりました。平成 16 年度都市エリア連携事業発足と共に、過去 2 回（第 38 回、

第 39 回）においては、新居浜高専の技術シーズを地域に積極的に提供し、これを基に活発な技術

論議を展開し相互交流を深めてまいりました。今回は、その第 3 回として、高知高専、弓削商船高

専の参加も得て、高専技術シーズの地域への発信を行うことといたします。さらに、持続性のある

産学官連携を目指し、地域産業の発展へなお一層の寄与を目指してまいりますので、ご参加のほど、

よろしくお願いいたします。 

３．日 時  平成 17 年 12 月 16 日（金） 13 時 30 分～16 時 00 分 

４．場 所  新居浜高専 第 1 会議室 

５．対象者  地域の企業・市民等 

６．次 第 

（1）開会挨拶        （５分）   新居浜高専 校長 水野 豊 

（2）講演 （各 30 分質疑を含む） 

    「太陽光発電による独立電源と応用」 

      高知高専   電気工学科 教授 野村 弘    
    「焼結金属の切削加工」（仮題） 

    弓削商船高専   電子機械工学科 教授 大石 健司 

（3）展示パネルによる技術交流     （20 分） 

        講演者パネル ４件 

（4）講演 （各 30 分質疑を含む） 

   「自動車の車体開発と地域産業との接点を求めて」 
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       新居浜高専  機械工学科    教授 鎌田慶宣 

       「コンピュータシミュレーションを利用した機器の最適化設計」 

    新居浜高専 電子制御工学科   助手 松友 真哉   
（5）挨拶 （５分）東予産業創造センター 

          科学技術コーディネーター  播谷 慶二郎 

  技術交流及び技術相談（30 分） 

７．主 催  新居浜工業高等専門学校、東予産業創造センター、愛テクフォーラム 

８．後 援  新居浜市、西条市、四国中央市、 

       えひめ産業振興財団、フロンティア企業クラブ 

 

（出典 高度技術教育研究センター報第５号）

 

資料Ａ－１－①－１５
 

第４１回新居浜高専工業技術懇談会・愛テクフォーラム企業技術交流会 

の開催について（ご案内） 

テーマ 『産学官交流 「愛テクフォーラムの技術を知り、活用しよう！」 』 

 

  拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

 さて、新居浜高専では平成 3 年度から工業技術懇談会を毎年開催し、既に 40 回にわたり講演等を

通じて地域に最新の情報を提供するとともに、産学官の情報交流を実施して地域産業の発展を目指

してきました。平成 17 年７月には、愛テクフォーラム（新居浜高専技術振興協力会）が発足し活動

中ですが、今回は上記テーマにより下記のとおり、愛テクフォーラムの法人会員の技術・シーズを

地域社会へ発信することによりさらに、持続性のある産学官連携を推進し、地域産業発展への寄与

を目指すことといたしました。また、キャリア教育の一環としても、地域企業への理解を深めるた

め、新居浜高専の 4 年生、専攻科 1 年生も聴講することとしますので、多数の皆様のご参加をお願

いいたします。 
敬 具

記 

 

１ 日 時  平成 18 年 12 月 21 日（木） 14 時 30 分～16 時 30 分 
 

２ 場 所  新居浜高専 視聴覚教室（学生ロビーでも聴講出来ます。） 
 

３ 対象者  地域の企業・市民の皆様  新居浜高専の、教職員 4 年生 専攻科 1 年生 
 

４ 次 第 
  開会挨拶   新居浜高専 校長 水野 豊 

  講演 福祉工学研究専門部会長 （株）西岡鉄工所会長 西岡 勝 
       ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ研究専門部会長  日泉化学（株）技術開発本部技術部ﾏﾈｰｼﾞｬ  神野勝志 
       ｴﾚｸﾄﾛ計測制御研究専門部会長   ﾄﾗｲﾎﾟｯﾄﾞ（株）代表取締役 黒田宣孝 

       ロボット研究専門部会長   ﾕｰｽｴﾝｼﾞﾆｧﾘﾝｸﾞ（株）企画開発室室長 戸田敏彦 

       情報通信・電子技術研究専門部会 渦潮電機（株）開発本部開発部技術開発課 神野 肇 

       ｴﾚｸﾄﾛ計測制御研究専門部会  東芝 EI ｺﾝﾄﾛｰﾙｼｽﾃﾑ（株）取締役四国事業所長 谷口省三 

  閉会挨拶 （財）東予産業創造センター 専務理事 片上政明  
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      －閉会後－ 企業交流及び技術相談（リエゾンルーム）  
 

５ 主 催   新居浜工業高等専門学校、（財）東予産業創造センター、愛テクフォーラム 
 
６ 後 援  新居浜市、西条市、四国中央市、えひめ産業振興財団、フロンティア企業クラブ 
 

 （出典 高度技術教育研究センター報第６号）

 

資料Ａ－１－①－１６

 
 

（出典 新居浜高専技術シーズ集-1）

 

 

 



新居浜工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

 - 19 -

資料Ａ－１－①－１７

地元経済紙への連載記事（第１回） 

 
 

（出典 海南ｅタイムズ 平成 19 年１月 31 日）
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資料 A－１－①－１８

都市エリア事業 

 

（出典 四国が誇る産学官連携プロジェクト 四国経済産業局）
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資料Ａ－１－①－１９

新居浜工業高等専門学校リエゾンルーム利用要項 
平成１７年要項第４号

（目的） 

第１条 外部の多様な人材との連携を図ることにより、地域連携を一層推進するための交流拠点と

して、リエゾンルームを置く。 

（利用内容） 

第２条 リエゾンルームは、次の各号により利用するものとする。 
（１）共同研究、受託研究、その他産学連携に関する打ち合わせ 

（２）共同研究員、地域連係推進員等の業務遂行拠点 

（３）愛テクフォーラム会員の打ち合わせ 

（４）技術職員打ち合わせ 

（利用方法） 
第３条   共同研究員、地域連係推進員等が業務を行う場所として利用する場合は、別紙の利用申

請書により、本校教職員が高度技術教育研究センター長に申請し、承認を得るものとする。 
２  打ち合わせをするため利用する場合は、新居浜工業高等専門学校ＷＥＢシステムにより、利

用予約を行うこととする。  
（その他） 

第４条  リエゾンルームに関する事務は、総務課で行う。 
 附 則 
この要項は、平成１７年１１月２８日から施行する。 

（出典 新居浜工業高等専門学校リエゾンルーム利用要項）

 

資料Ａ－１－①－２０

新居浜工業高等専門学校知的財産権取扱規程 
平成 16 年８月３日規程第 13 号

 （趣旨） 
第１条 新居浜工業高等専門学校（以下「本校」という。）における知的財産の取扱いに関する基

本的事項については、独立行政法人国立高等専門学校機構知的財産権取扱規則（以下「機構知財規

則」という。）に定めるもののほか、この規程の定めるところによる。 
 （知的財産委員会） 
第２条 本校に知的財産委員会（以下「委員会」という。）を置く。 
２ 委員会は、知的財産に対する判断意見を知的財産本部に報告し、その指示に基づいて知的財産

本部に代わって知的財産の権利化等を行う。 
３ 委員会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 
（１） 高度技術教育研究センター長 
（２） 知財教育推進担当教員 １人 
（３） 機械工学科又は材料工学科の教員 １人 
    電気情報工学科又は電子制御工学科の教員 １人 
    生物応用化学科の教員 １人 
（４） 事務部長 
（５） 校長が指名した者 若干人  
４ 委員会の委員は、校長が委嘱する。  
５ 委員会に委員長を置き、第３項第１号の委員をもって充てる。  
６ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。  
７ 委員長は、必要に応じて委員会に第３項以外の者の出席を求め、その意見を聴くことができる。
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  （発明等の届出） 
第３条 教職員等は、職務発明等に該当する可能性のある発明等を行ったときは、機構知財規則第

５条第１項で定める別紙様式１ 及び別紙 により速やかに校長に届け出るものとする。  
  （発明等の判断）  
第４条 校長は、前条の規定により届出のあった発明等について、委員会の答申により、発明等の

新規性及び出願の価値等を速やかに決定するものとする。  
  （事務）  
第５条 委員会に関する事務は、総務課において処理する。  
  （その他）  
第６条      この規程に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。  
附 則  
１ この規程は、平成 16 年８月３日から施行し、平成 16 年７月１日から適用する。  
２ 新居浜工業高等専門学校発明規程（昭和 54 年４月１日制定）は、廃止する。 
附 則  
 この規程は、平成 18 年４月１日から施行する。  

（出典 新居浜工業高等専門学校規則集）

 

（分析結果とその根拠理由） 
研究の目的を達成するための支援組織として高度技術教育研究センターが設置されている。 

「高度技術の教育による創造性豊かな人材育成」を達成するために，学生の卒業研究や特別

研究を活発に行うことができるよう，研究発表の推進や研究費，施設などの面から支援する体

制が整備され，機能している。 

「専門分野の枠を越えた研究体制による教育研究の推進」を達成するために，複数学科の教

員からなる研究グループに高度技術教育研究センターの本館実験室や別館インキュベーショ

ン・ラボラトリーの使用を認めたり，共同研究推進費による資金援助をおこなっている。 

「地域産業の技術高度化への貢献」を達成するために，新居浜高専技術振興協力会 愛テクフ

ォーラムや新居浜市との連携協力推進会議の設立などを通して共同研究や技術相談を推進する

体制が整っており，十分機能している。 

 

観点Ａ－１－②： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 
（観点に係る状況） 

「高度技術の教育による創造性豊かな人材育成」に関する成果には次のようなものがある。 

準学士課程の 5 年生および専攻科課程の学生は，専門教員の指導の下で卒業研究や特別研究

を実施し，その成果を卒業研究発表会や特別研究発表会で報告し，卒業研究論文や特別研究論

文としてまとめている（資料Ａ－１－②－１，資料Ａ－１－②－２）。さらに専攻科課程の学生

は，特別研究の成果を論文や学会発表として学外で活発に公表している（資料Ａ－１－②－３，

資料Ａ－１－②－４）。 

また，卒業研究の中にはプログラミングコンテストやデザインコンペティション，室内飛行

ロボットコンテストなどへの参加を目的にテーマを設定したものがあり，デザインコンペティ

ションでの最優秀賞をはじめ多くの成果を上げている（資料Ａ－１－②－５、資料Ａ－１－②

－６、資料Ａ－１－②－７）。 

さらに，地域貢献となる研究も卒業研究のテーマとして取り入れられており，好評を博して
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いる（資料Ａ－１－②－８）。 

授業に活用された具体的事例として，「低学年導入教育用教材の製品化」が特筆される（資料

Ａ－１－②－９）。この成果は，教材開発実績並びに知的財産実績としてノウハウの取得となり，

秋月電子通商から発売されて，国立高等専門学校機構としての知的財産の初収入となった。 

 なお，卒業研究や特別研究の推進のための科学研究費補助金は，申請 24 件，採択５件 4,900

千円であった（資料Ａ－１－②－１０）。 

「専門分野の枠を越えた研究体制による教育研究の推進」の成果として，高度技術教育研究

センターの実験室を使用している複数学科の共同研究は 8 件あり，共同研究推進費を配分され

ているグループは 4 件ある（資料Ａ－１－②－１１，資料Ａ－１－②－１２）。 

「地域産業の技術高度化への貢献」に関する成果として，高度技術教育研究センターに登録

されている地域連携関連の研究業績は審査付き論文２件，審査のない論文４件，学会等発表８

件であった。高度技術教育研究センターに登録されていない地域連携研究もあわせて多くの成

果が上がっている（資料Ａ－１－②－１３）。 

地域と連携した研究活動として，共同研究，受託研究，技術相談などがある（資料Ａ－１－

②－１４）。特に，知的財産の創出としては，前出の開発教材以外に，平成 15 年度に四国ＴＬ

Ｏ出願の１件の実績があるが，平成 18 年度は高専機構から７件の特許出願を行った（資料Ａ－

１－②－１５）。 

愛テクフォーラムの活動に関しては，企画専門部会，各研究専門部会において部会を開催し

た（資料Ａ－１－②－１６）。各部会ともに教員は２～４名が参加し、教員間および学校と企業

間の連携が進展した。これらの活動などにより，愛テクフォーラムの法人会員や特別会員の共

同研究等への参加が見られる（資料Ａ－１－②－１７）。 

研究活動状況や成果についての新聞記事等への掲載は 21 件あった（資料Ａ－１－②－１８）。 
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資料Ａ－１－②－１

 



新居浜工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

 - 25 -

 



新居浜工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

 - 26 -

 



新居浜工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

 - 27 -

 



新居浜工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

 - 28 -

 
（出典 平成18年度卒業研究要旨集）
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資料Ａ－１－②－２

平成１８年度専攻科生産工学専攻・生物応用化学専攻特別研究テーマ 
 
 ８：５０ 宇野 弘記  歩行安定化のための歩行動作の解析 

 ９：１０ 近江  将  硬質薄膜の形成によるアルミニウム合金の性能改善に関する研究  

 ９：３０ 宮﨑 翔士  MoSi2 皮膜の作製 

 ９：５０ 石川 圭太  界面活性剤-タンパク質複合体の沈殿生成を利用したタンパク質の分離 

１０：１０ 猪谷 和成  8mol%Y2O3 安定化 ZrO2 電解質中の SiO2 量が電気特性に及ぼす影響 

１０：４０ 伊藤 智理  アガリクス廃菌床による多環芳香族炭化水素類汚染土壌の浄化 

１１：００ 柿山 拓司  ドデシルエチルジメチルアンモニウム及びドデシルトリエチルアンモニウムのポ

リアクリル酸への結合挙動  

１１：２０ 鎌田 将行  脈動多孔板塔を用いたリゾチームの逆ミセル抽出 

１１：４０ 野本 直弘  高水温で機能する水質浄化微生物の探索 

１２：５０ 藤中 祐樹  Alternaria KH-1 株による生分解性ポリマー分解への高級アルコール添加効果 

１３：１０ 阿部 伸也  手作り飛行機の安定飛行条件に関する研究 

１３：３０ 莖田 賢一  段差解消装置の設計・開発 

１３：５０ 渡部 弘綱  座位保持困難者に対する座位保持補助具の開発 

１４：２０ 越智  剛  酸化鉛を含まない酸化ビスマス系低融点ガラスの耐水性評価 

１４：４０ 毛利 廣義  Ni 濃度の異なる Cu-Ni-Si 系合金における相変態 

１５：００ 渡邉 康平  アルミニウム青銅鋳物の機械的性質に対するマンガン並びにクロムの添加効果  

１５：２０ 渡部 祐也  Ti-Al-Co 系合金の 2,3 の性質と相互拡散 

 

平成１８年度専攻科電子工学専攻特別研究発表会プログラム 

 
１２：５０ 石本 寛幸  回生付電動アシスト自転車の製作 

１３：０５ 伊藤 里美  ウェーブレット変換を用いた採譜システムの改良 

１３：２０ 山内 健司  車載レーダ用高効率反射器の設計法 

１３：３５ 白石 哲也  前方障害物回避の自動車安全走行支援の提案 

１３：５０ 伴野 慎吾  進化輪郭に基づく追跡アルゴリズムの研究 

１４：０５ 河渕 丈志  太陽光発電制御・モニタリングシステムの開発 

  ＜ 休憩 １０分 ＞  

１４：３０ 渡邊  潤  強化信号を用いた学習オートマトン環境変化認識機構に関する一考察 

１４：４５ 新居 広光  水中レーザーアブレーションにおける高密度プラズマの状態方程式の導出 

１５：００ 片上 健太  眼球電図(EOG)の眼科診断への応用 

１５：１５ 星加 一太  屈折コントラストを利用した X 線画像のシミュレーション 

１５：３０ 森本 康雅  水／セラミック電極の応用技術の研究  

１５：４５ 高石 悠太  垂直磁気記録におけるトラック間干渉軽減符号に関する研究 

１６：００ 山本 雄太  電動アシスト車椅子の開発 

 

(出典 平成 18 年度専攻科特別研究発表会プログラム)
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資料Ａ－１－②－３

平成１８年度専攻科課程学生の学外発表状況 
［論文等］  
伊藤里美 
Acoustical Gas Temperature Estimator Applying to Gymnasium and Outdoor Environment for Evaluation of 

Watering Effect 
International Journal of Innovative Computing, Information and Control (IJICIC), Vol.2,・No.5・pp971-984, 

October 2006 
大濱瑛輔 
Graph construction with the maximum number of trees by continuous edge addition 
Artificial Life and Robotics, Vol.10, No.2, pp.185-188, 2006 
新居広光 
水中レーザー・アブレーションを用いた高密度ナノスケールプラズマ生成の最適化の理論的考察 
第 8 回 IEEE 広島支部学生シンポジウム論文 pp.28-31，2006 
阿部伸也，田中大貴 
手作り飛行機の安定飛行に関する研究 
新居浜工業高等専門学校紀要，第 43 号，pp.5-8，2007 
［学会等口頭発表］ 
阿部伸也 
手作り飛行機の安定飛行に関する研究 
日本機械学会中国四国学生会 第 37 回学生員卒業研究発表講演会 2007 年 3 月 （徳島） 
渡部弘綱 
脳性麻痺児用座位保持補助具の開発 
日本機械学会中国四国学生会 第 37 回学生員卒業研究発表講演会 2007 年 3 月 （徳島） 
莖田賢一 
バッテリー式介護・入浴移動車の開発 
日本リハビリ工学協会第 20 回リハ工学カンファレンス 2007 年 3 月 （佐賀） 
近江将 
硬質積層薄膜によるアルミニウム合金の性能改善に関する研究 
第 15 回 日本材料科学会四国支部講演大会、2006 年 6 月 （松山） 
毛利廣義 
Ni 濃度の異なる Cu-Ni-Si 系合金における相変態 
第 15 回 日本材料科学会四国支部講演大会 2006 年 6 月 （松山） 
渡部祐也 
Ti-Al-Co 系合金の２、３の性質と拡散に関する研究 
第 15 回 日本材料科学会四国支部講演大会 2006 年 6 月 （松山） 
小澤卓矢 
Ti-Al-Co 系合金の２、３の性質と相互拡散 
第 111 回軽金属学会秋期大会 2006 年 11 月 （東京） 
日野雅也 
メカニカルアロイングを用いた LaFe4Sb12 熱電材料の作製 
第 15 回 日本材料科学会四国支部講演大会 2006 年 6 月 （松山） 
石川圭太 
界面活性剤－タンパク質複合体の沈殿生成を利用したタンパク質の分離 
第 12 回高専シンポジウム 2007 年 1 月 （三島） 
猪谷和成 
タリウム－希土類－シリケートガラスの電気特性 
第 13 回ヤングセラミスト・ミーティング in 中四国 2006 年 11 月 （高知） 
猪谷和成 
8mol%Y2O3 安定化 ZrO2 電解質中の SiO2 量が電気特性に及ぼす影響 
電気化学会第 74 回大会 2007 年 3 月 （野田） 
伊藤智理 
アガリクス菌床による多環芳香族炭化水素類汚染土壌の浄化(2) 
日本農芸化学会中四国支部創立 5 周年記念第 16 回講演会 2006 年 9 月 （松山） 
柿山拓司 
低電荷密度ポリアクリル酸へのドデシルトリエチルアンモニウムイオンの結合挙動 
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第 12 回高専シンポジウム 2007 年 1 月 （三島） 
鎌田将行 
脈動多孔板塔を用いた逆ミセルからのリゾチームの逆抽出 
第 12 回高専シンポジウム 2007 年 1 月 （三島） 
野本直弘 
高水温で機能する水質浄化微生物の探索 
日本農芸化学会中四国支部創立 5 周年記念第 16 回講演会 2006 年 9 月 （松山） 
藤中祐樹 
Alternaria  KH-1 株による生分解性ポリマー分解への高級アルコール添加効果 
日本農芸化学会中四国支部創立 5 周年記念第 16 回講演会 2006 年 9 月 （松山） 
坂本洸太郎 
海洋生物の付着を防止する微生物生産多糖に関する研究 
日本農芸化学会中四国支部創立 5 周年記念第 16 回講演会 2006 年 9 月 （松山） 
白石竜二 
逆ミセル抽出に及ぼす多孔板塔構造の影響 
第 12 回高専シンポジウム 2007 年 1 月 （三島） 
藤原和司 
ブドウ‘デラウェア 'の裂果に及ぼす果粉の着生と GA 処理時の硫酸 Mn 加用の影響 
園芸学会平成 19 年度春季大会 2007 年 3 月 （京都） 
宮脇和宏 
多孔板塔を用いたリゾチームの逆ミセル抽出における溶液条件の検討 
第 12 回高専シンポジウム 2007 年 1 月 （三島） 
山口智之 
UASB／DHS 排水処理システムに於ける UASB 槽内の微生物群の解明 
日本農芸化学会 2007 年度大会 2007 年 3 月 （東京） 
渡邊孝允 
各種ペロブスカイト酸化物の炭素酸化特性 
第 13 回ヤングセラミスト・ミーティング in 中四国 2006 年 11 月 （高知） 
石本寛幸 
回生付電動アシスト自転車の製作 
平成 18 年度電気関係学会四国支部連合大会 2006 年 9 月 （松山） 
伊藤里美 
ウェーブレット変換を用いた採譜システム 
平成 18 年度電気関係学会四国支部連合大会 2006 年 9 月 （松山） 
片上健太 
片眼無眼球者の眼球電図(ＥＯＧ)特性 ―クロストーク処理法の提案― 
電子情報通信学会 ME とバイオサイバネティックス研究会 2006 年 7 月 （岡山） 
片上健太 
眼球電池モデルによる眼電位図の特性解析 
第 110 回日本眼科学会総会 2006 年 4 月 （大阪） 
河渕丈志 
太陽電池を利用した多機能噴水の開発 
平成 18 年度電気関係学会四国支部連合大会 2006 年 9 月 （松山） 
白石哲也 
前方障害物回避の自動車安全走行支援の提案 
平成 18 年度電気関係学会四国支部連合大会 2006 年 9 月 （松山） 
高石悠太 
垂直磁気記録における CITI 符号化 PR1ML 方式の一検討 
平成 18 年度電気関係学会四国支部連合大会 2006 年 9 月 （松山） 
新居広光 
水中レーザー・アブレーションを用いた高密度ナノスケールプラズマ生成の最適化の理論的考察 
第 8 回 IEEE 広島支部学生シンポジウム 2006 年 11 月 （広島） 
伴野慎吾 
進化輪郭に基づく追跡アルゴリズムの研究 
平成 18 年度電気関係学会四国支部連合大会 2006 年 9 月 （松山） 
星加一太 
屈折コントラストを利用した X 線画像シミュレーション 
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平成 18 年度電気関係学会四国支部連合大会 2006 年 9 月 （松山） 
森本康雅 
水／セラミック電極の応用 
第 24 回プラズマプロセシング研究会 2007 年 1 月 （豊中） 
山内健司 
車載レーダ用高効率反射器の設計法 
平成 18 年度電気関係学会四国支部連合大会 2006 年 9 月 （松山） 
山本雄大 
電動アシスト車椅子の開発 
平成 18 年度電気関係学会四国支部連合大会 2006 年 9 月 （松山） 
渡邊潤 
強化信号を用いた学習オートマトン環境変化認識機構に関する一考察 
平成 18 年度電気関係学会四国支部連合大会 2006 年 9 月 （松山） 
大濱瑛輔 
枝付加による最大木数グラフの構成と同形グラフについて 
平成 18 年度電気関係学会四国支部連合大会 2006 年 9 月 （松山） 
大濱瑛輔 
Isomorphic Structure of Graphs with the Maximum Number of Trees 
The 12th International Symposium on Artificial Life and Robotics 2007, 2007.1, Beppu, JAPAN 
[平成１８年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会] 
阿部伸也 
低速飛行機の安定飛行条件に関する研究 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
宇野弘記 
歩行安定化のための歩行動作の解析 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
近江将 
硬質の薄膜形成によるアルミニウム合金の性能改善に関する研究 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
越智剛 
酸化鉛を含まない Bi203 系低融点ガラスの耐水性評価 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
莖田賢一 
バッテリー式介掛入浴移動車の開発 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
宮崎翔士 
二珪化モリブデン皮膜の作製 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
毛利廣義 
Cu－Ni-Si 合金の時効に伴う相変態過程 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
渡辺康平 
アルミニウム青銅鋳物に対する Mn，Cr，Ti の添加効果 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
渡部弘綱 
座位保持困難者に対する座位保持補助具の開発 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
渡部祐也 
Ti-Al-Co 系における相互拡散に関する基礎研究 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
石川圭太 
界面活性剤 AOT を用いたタンパク質の沈殿分離 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
猪谷和成 
Na20－RE203ーGeO2（RE＝希土類元素）系ガラスの作製と電気特性評価 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
柿山拓司 
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ドデシルエチルジメチルアンモニウムのポリアクリル酸への吸着挙動 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
鎌田将行 
脈動多孔板塔を用いたリゾチームの逆ミセル抽出 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
野本直弘 
高水温で機能する水質浄化微生物の探索 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
藤中祐樹 
KH－1 株による生分解性ポリマー分解へのリパーゼ誘導物質の添加効果 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
石本寛幸 
回生付電動アシスト自転車の改良 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
伊藤里美 
ウェーブレット変換を用いた採譜システム 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
片上健太 
眼電位園の解析 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
河渕丈志 
多機能噴水の開発 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
白石哲也 
Java 言語による前方障害物回避の自動車安全走行シミュレーション 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
高石悠太 
垂直磁気記録におけるトラック間干渉軽減符号に関する研究 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
新居広光 
レーザーアブレーションにおける放出電子の高密度プラズマ状態 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
伴野慎吾 
進化輪郭に基づく追跡アルゴリズムの研究 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
星加一太 
屈折コントラストの医学応用 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
森本康雅 
水セラミック陰極を用いた応用技術の研究 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
山内健司 
車載用高効率反射器の特性解析 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
山本雄大 
電動アシスト車椅子の開発 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 
渡邊潤 
多重強化学習法を用いた環境変化認証機構に関する一考案 
平成 18 年度中国四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会 2006 年 4 月 （阿南） 

（出典 新居浜工業高等専門学校年間業績報告などより抜粋）
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資料Ａ－１－②－４

 

専攻科生の学会等における発表実績（中四国専攻科生研究交流会での発表を除く） 
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（出典 本校ホームページ）
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資料Ａ－１－②－５

 

（出典 平成 19 年 1 月 17 日愛媛新聞記事）
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資料Ａ－１－②－６

 

（出典 全国高専プログラミングコンテストホームページ）
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資料Ａ－１－②－７

 

 

 

（出典 全日本学生室内飛行ロボットコンテスト）
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資料Ａ－１－②－８

 

（出典 本校ホームページ）
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資料Ａ－１－②－９

 

低学年導入教育用教材の製品化；PICマイコンキット教材 

 

 電子制御工学科では、１年生に専門科目への興味を持たせ、学習の動機付けを行うため、簡

単な電子工作を楽しむ「電子基礎実習」を実施しており、これに使用する目的で2002（H14）

年度より  PICマイコンを利用した教材を自主開発して用いてきた。この教材を、2005（H17）

年６月に東京秋葉原の(株)秋月電子通商に技術供与し、組み立てキットとして製品化した。 

 開発した教材は、PICマイコンとして、最もポピュラーなPIC16F84を用い、発光ダイオード

・CdSセル・圧電ブザー・７セグメント表示器・押しボタンスイッチ・等の、凡そ入門用電子

工作キットには必ず登場するような材料を網羅して備え、１つの回路で８種類の機能を実現で

きるように工夫したものである。 

 この教材の製品化により、実習の準備のための教員の負荷の軽減、学生の経済的負担の軽減、

プリント基板の信頼性向上、本校のPR、等、教材の製品化によるメリットは数多く、また、学

生に対しては、学校と実社会との結び付きの具体例を提示し、教員の技術力をアピールするこ

とによる、大きな教育効果を期待できるものと考えられる。また、本件は、高専機構としての

知財の初収入となる成果となった。 

 

（出典 第３回全国高専テクノフォーラム予稿集より抜粋）

 

資料Ａ－１－②－１０

科学研究費補助金実績 

平成 18 年度    申請 24 件    採択 5 件    4,900 千円 

平成 17 年度    申請 27 件    採択 4 件    1,800 千円 

平成 16 年度    申請 27 件    採択 6 件    6,200 千円 

（出典 会計課資料より編集）
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資料Ａ－１－②－１１

平成18年度　高技センターテーマ

テ
ー

マ
名

福祉用具改善開発お
よびその開発技術の
データベース化

アバランシェ・フォトダ
イオード（APD）を用
いた高感度生体光計
測システムの開発

生体光計測に関する
要素技術の開発

移動体通信用電波伝
搬特性測定とアンテ
ナ開発

高機能マイクロ波回
路に関する研究

谷口佳文 宮田　剛 宮田　剛 佐藤眞一 今井伸明

（機械工学科） （機械工学科） （機械工学科） （電気情報工学科） （電子制御工学科）

吉川貴士 豊田幸裕 豊田幸裕 今井伸明 香川福有

（機械工学科） （機械工学科） （機械工学科） （電子制御工学科） (電気情報工学科)

尾西康次 尾西康次 尾西康次 香川福有

(電気情報工学科) (電気情報工学科) (電気情報工学科) （電気情報工学科）

堺　英雄 荒木　勉 鈴木康士

（NPO　新居浜いきい
き工房）

（大阪大学大学院基
礎工学研究科）

（㈱シーライブ）

岩田哲郎

（徳島大学工学部機
械工学科）

実験室
第4実験室 エレクトロ計測制御エ

リア
エレクトロ計測制御エ
リア

第1実験室

備考
㈱井関商工と連携 三菱電機㈱からの受

託研究を予定

研
究
関
係
者

 

テ
ー

マ
名

携帯電話を用いたコ
ンテンツ製作に関す
る研究

大気圧プラズマによる
温暖化ガスの分解処
理装置の研究

植物抽出成分の抗ガ
ン活性検定及び植物
栽培方法と抗ガン活
性の相関性検討

電子伝導性を示す新
規タリウム系酸化物ガ
ラスの開発

ジルコニア電解質の
新規評価技術の確立

今井伸明 出口幹雄 牛尾一利 中山　享 中山　享

（電子制御工学科） （電子制御工学科） （生物応用化学科） （生物応用化学科） （生物応用化学科）

栗原義武 早瀬伸樹 朝日太郎 朝日太郎

（電子制御工学科） （生物応用化学科） （材料工学科） （材料工学科）

松村弘志 中村　薫 高木俊二

（電子制御工学科） （京都大学・化学研究
所）

（第一稀元素化学工
業㈱）

妻鳥圭志 渡辺　智

（㈱妻鳥通信工業） （第一稀元素化学工
業㈱）

安井　理

（第一稀元素化学工
業㈱）

実験室
インキュベーションラ
ボ

第2実験室 バイオサイエンスエリ
ア

インキュベーションラ
ボ・マテルアルゾーン

第2実験室、ナノ制御
マテルアルエリア

備考

㈱アドテックプラズ

マテクノロジーと共

同研究

研
究
関
係
者
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テ
ー

マ
名

ウッドチップの高機能
化

海洋生物付着防止技
術の開発

新規徐放材料の開発
とその徐放性に関す
る研究

ビスマス系低融点ガラ
スの結晶化

アスベストの迅速な分
析技術の検討

早瀬伸樹 早瀬伸樹 堤　主計 新田敦己 朝日太郎

（生物応用化学科） （生物応用化学科） （生物応用化学科） （材料工学科） （材料工学科）

中川克彦 中川克彦 尾路一幸 松下和正 中山　享

（生物応用化学科） （生物応用化学科） （(財)かがわ産業支援
財団高温高圧流体技
術研究所）

（長岡技術科学大学） （生物応用化学科）

牧　慎也 牛尾一利 畑　和明 道又　融 村 尾 一 寿

（生物応用化学科） （生物応用化学科） （(財)かがわ産業支援
財団高温高圧流体技
術研究所）

（アルプス電気㈱） （㈱西条環境分析セ
ンター）

野中洋人 山盛直樹

（住友化学㈱） （日本ペイント㈱）

中村　洋介

（住友化学㈱）

実験室
第1、5実験室 第1、5実験室 第3、5、6実験室 使用機器：EPMA、

FT-IR、DSC
第2実験室、ナノ制御
マテルアルエリア

備考

研
究
関
係
者

 
（出典 高度技術教育研究センター資料）

 

資料Ａ－１－②－１２

平成 18 年度 共同研究推進費採択一覧表  

      平成 18 年９月８日作成

要求額 査定 コード 

番号 
学科等名 研 究 題 目 

（千円）
主たる担当者 

（千円）

鎌田 慶宣 

岡本 将広 

 
2006101 機械工学科 

傾斜した回転運動部分を持

つ機械の振動に関する研究 
500 

 

500 

平野 雅嗣 

先山 卓朗 

皆本 佳計 
2006102 

電気情報 

工学科 

水害防止用検知・通報システ

ム 
500 

 

500 

牧  慎也 

早瀬 伸樹 

山本 喜彦 
2006103 

生物応用 

化学科 

高付加価値機能を有する食

品の開発と応用 
500 

松本 敏一 

500 
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佐渡 一邦 

塚野  修 

鴻上 政明 

尾崎 司郎 

2006104 一般教養科 
多読指導のためのグレイデ

ィド・リーダーズ活用の試み
500 

野村真理子 

500 

合          計 2,000 
 

2,000 

 注）機械工学科の学外担当者は、岡本 将広（株式会社マルヤス） 

 

  生物応用化学科の学外担当者は、山本 喜彦（東予園芸農業組合）・松本 敏一（島根県

農業試験場） 

（出典 平成 18 年度教員研究費配分一覧表）

 

資料Ａ－１－②－１３

高度技術教育研究センターに登録されている地域連携関連の研究業績 

 

平成１６年度 

 審査付き論文 １件 

 審査のない論文 ２件 

 学会等発表 ７件 
 
平成１７年度 

 審査付き論文 ６件 

 審査のない論文 １件 

 報告書 ５件 

 学会等発表２３件 
 
平成１８年度 

 審査付き論文２件 

 審査のない論文４件 

 学会等発表８件 

（出典 平成 16 年度～平成 18 年度年間業績報告書より編集）

 

資料Ａ－１－②－１４

平成１８年度 地域連携に関する研究活動・外部資金等実績 
 
○共同研究，受託研究，技術相談 

  共同研究  10 件 4,150 千円 （平成 17 年度 18 件） 

  受託研究  10 件（契約では 5 件） 19,683 千円 （平成 17 年度 9 件） 

   計    20 件（契約では 15 件） 3,833 千円 （平成 17 年度 27 件） 
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  技術相談 172 件  （平成 17 年度 133 件） 
 
○知的財産実績 

  高専機構の承継を受けて７件の特許出願を行った。 
 
○都市エリア事業 

 都市エリア共同研究  1 件   6,500 千円 （受託研究 19,683 千円に含まれる） 

 都市エリア可能性試験 6 件   8,800 千円 （受託研究 19,683 千円に含まれる） 
 
○えひめ産業振興財団・フロンティア企業クラブ 

  チャレンジプラン（３年間で 2,000 千円）継続３件で計 3 件 

     うち２件は愛媛大学と連携している。 

  大学発起業化シーズ育成支援事業    1 件  1,000 千円 

    ジュニアドベンチャー選手権 愛媛信用金庫賞   200 千円 
 
○主催イベント実績 

 ・第４１回新居浜高専工業技術懇談会・愛テクフォーラム企業技術交流会 

 平成 18 年 12 月 21 日 学外者 25 名，教職員 27 名 学生約 170 名 計約 220 名 
 
○イベント参加 

・「技術シーズパネル展 in  愛媛」（愛媛大学主催）平成 18 年６月８日 

 微弱光による生体計測，放射性元素の永久固定化，ナノ結晶表面の創製等５テーマを 

 展示 

・えひめＩＴフェア２００６（えひめＩＴフェア実行委員会主催）平成 18 年７月 14,15 日 

 企業とのＩＴ通信連携を展示，ロボコンを実演 

・ビジネスマッチング２００６（愛媛県経済労働部管理局主催）平成 18 年 10 月 20 日 

  徐放材料，空間温度分布計測の２テーマを展示 
 

（出典 高度技術教育研究センター報第６号より抜粋）

 

資料Ａ－１－②－１５

特許出願例 

 ＜徐放材料＞ 

    新居浜高専 生物応用化学科 助手 堤主計 

○発明の特色 

・害虫・鳥獣防除のための忌避成分を常時一定速度で放出する能力を有する徐放材料。 

・基材には環境にやさしい材料を用いているため使用後においても環境に与える影響が小さ

い低負荷材料。 

・超臨界流体を媒体として加工するため後処理不要で簡単な加工処理。 

 

○忌避成分を超臨界流体によりポリマー中へ注入します。 
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ポリマーへの有用成分の注入ポリマーへの有用成分の注入

ポリマー

忌避成分超臨界流体

ポリマーの可塑化

ポリマーへの注入完了

 

 

○用途 

・貯蔵庫やハウスなどでの害虫防除や農園や公園などでの害虫・鳥獣防除。 

・夏季、冬季を問わず様々な温度域に対応した貯蔵庫、ハウス、農園、公園などで使用。 

 

○（財）かがわ産業支援財団高温高圧流体技術研究所との共同発明です。 

 

（出典 高度技術教育研究センター報第６号より抜粋）

 

資料Ａ－１－②－１６

平成１８年度愛テクフォーラム専門部会の開催実績一覧表 

 

○企画専門部会 

 ◇１８．８．２５  拡大企画専門部会として １２名 出席 
 ①支援補助実施要項（案）について 

                ②全国高専テクノフォーラム等報告 

                ③活動促進方策について 

  ◇１９．１．２３ ８名出席  ①特許出願する学生への出願料補助について 
                ②学校が主催する企業説明会へ参加する愛テクフォーラム

                 会員企業への参加料補助について 
                ③会員企業数の増大方策について 
 
○知的財産専門部会 
 ◇１９．１．２３  ７名  ①特許出願する学生への出願料補助について  

 ◇１９．３．１４ １７名  ①筒井特許商標事務所 弁理士 筒井雅人氏の講演と討議

 

○バイオサイエンス研究専門部会 

  １９．１．１６  ７名   ①本校ＯＢを活用した人材データベースの作成 

                ②研究紹介  生物応用化学科・牧教員 
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                ③専門部会費の活用方法 

 
○マテリアル研究専門部会 

 ◇１８．６．２２ １２名   ①事業・研究紹介 

                  住友金属鉱山・二木氏  材料工学科・日野教員 

                ②共同研究契約等について 

                ③専門部会の活動経費について 

 ◇１８．９．１４  ９名   ①事業・研究紹介 

                 日泉化学・神野氏  生物応用化学科・堤教員 

                ②専門部会の活動経費について 

 ◇１８．１２．７  ７名   ①研究紹介  材料工学科・朝日教員 

                ②専門部会の活動経費について 

                ③今後の専門部会の運営について 

 
○ロボット研究専門部会 

 情報通信・電子技術研究専門部会 

 福祉工学研究専門部会 

 エレクトロ計測制御研究専門部会 

  １８．１０．７ 約１００名 （内３９名愛テクフォーラム部会参加） 

                「ロボット産業育成フォーラム」を共催 

                ①基調講演 

                ②技術交流プレゼンテーション 

                ③総合ディスカッション 
 

（出典   高度技術教育研究センター報第６号より抜粋）

 

資料Ａ－１－②－１７

愛テクフォーラム会員の共同研究・受託研究への参加状況 

 

 ○法人会員  ３社と連携，他に法人会員関連企業３社と連携しており計６社 

  共同研究への参加 １社  

  受託研究への参加 ３社，関連企業３社  計５社 

 

 ○特別会員  ２会員と連携 

  共同研究への参加 １社 

  受託研究への参加 １社 

 

（出典 高度技術教育研究センター報第６号より抜粋）
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資料Ａ－１－②－１８

新聞等掲載記事一覧（平成１８年度 研究関連） 
  

日付 記事 新聞社等 

4 月 11 日 史跡案内つかまつる 落ち武者ロボ登場 愛媛 

4 月 11 日 “落ち武者”が遺跡案内 新居浜高専生徒ら作製 朝日 

4 月 13 日 雑記帳 落ち武者ロボット 毎日 

4 月 22 日 侍ロボ史跡説明し候 新居浜高専 OB ら設置 読売 

4 月 22 日 我流人生 愛媛 

4 月 26 日 平家の里に案内ロボット 愛媛 

6 月 5 日 遠隔医療用小型高感度反射型のパルスオキシメーターを開発 海南 e タイムズ 

6 月 12 日 東予産業創造センター 科学技術コーディネーター  海南 e タイムズ 

7 月 10 日 新居浜高専事務部長 梛野友栄さん 海南 e タイムズ 

7 月 11 日 新居浜高専と産業界 共同研究２０件を目標に連携促進 愛媛 

7 月 24 日 愛テクフォーラム １８年度事業計画を策定 海南 e タイムズ 

7 月 28 日 一期一会 ～地元地域の研究者紹介～ 
東予産業創造センター

だより  「てくてく」 

10 月 10 日 一期一会 ～地元地域の研究者紹介～ 
東予産業創造センター

だより  「てくてく」 

11 月 2 日 生体光計測に取り組む 毎日 

11 月 21 日 若手研究者の選手権 愛媛 

1 月 16 日 キャンパスベンチャーグランプリの入賞 日刊工業 

1 月 31 日 地元企業との連携強化へ 海南 e タイムズ 

1 月 31 日 ロボットイベント開催 科学技術振興機構 海南 e タイムズ 

2 月 6 日 ロボットの在り方理解 学習支援事業で報告会 愛媛 

2 月 18 日 耐酸性コンクリ開発 新居浜高専など研究グループ 愛媛 

3 月 7 日 新居浜高専 技術シーズ集発刊 海南 e タイムズ 

 

（出典 高度技術教育研究センター報第６号）
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（分析結果とその根拠理由） 
「高度技術の教育による創造性豊かな人材育成」の成果としては，卒業研究や特別研究の成

果の発表や各種コンテストへの参加などがあげられる。 

「専門分野の枠を越えた研究体制による教育研究の推進」の成果として，高度技術教育研究

センターの施設を利用した複数学科間共同研究などがあげられる。 

「地域産業の技術高度化への貢献」の成果としては，共同研究，受託研究，技術相談などの

活動と，これらを通じた特許出願などがあげられる。 

以上，研究の目的に照らして活動の成果が上がっていると判断できる。 

 

観点Ａ－１－③： 研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が整

備され，機能しているか。 
（観点に係る状況） 

研究活動の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制は，教育活動や管理運

営活動の点検・評価・改善システムに組み込まれている（資料Ａ－１－③－１）。各学科（科）

および高度技術教育研究センターは研究活動に関する年間の運営目標を立てて活動し，実施状

況を点検専門部会を通して点検・評価運営委員会に報告している（資料Ａ－１－③－２，資料

Ａ－１－③－３）。点検・評価運営委員会は，点検専門部会からの点検報告を基に教育改善を運

営会議へ提案，運営会議はこれにしたがって次年度の学校運営重点推進目標の中に研究に関す

る項目を盛り込んで研究活動の支援・活性化の方策を定めている（資料Ａ－１－③－４）。  

全教員は，年度当初に提出した研究計画調書に対して，年度末に研究報告書を提出しており，

実施状況の評価を各学科（科）主任が行っている（資料Ａ－１－③－５）。 

科学研究費補助金の応募を促し，採択率を向上させるために，教員２名のワーキンググルー

プにより，前年度申請分の審査結果や申請書の内容の分析を行い，報告書を作成して，運営会

議及び教員会において報告を実施するとともに，応募要請を行っている（資料Ａ－１－③－６）。 
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資料Ａ－１－③－１

教育改善等実施の組織体制図 

                                     

 

   

                                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告 学科（科）の自己・点検評価 

                   教育改善活動 

 

（出典 第３回運営諮問会議報告書）

 

 

 

点検・評価運営委員会 

点検・評価の方針・実施計画の策定、点検・評価結果の公表

 

点検専門部会 

各種アンケート実施および結果の解析・評価 
年度ごとの学校運営目標及び計画の実施状況の評

価 
点検報告書の作成 
学校評価データベースの作成 

 

学校改革推進室 

教育方法改善方策の企

画・立案及び実施支援 

 
運 営 会 議 

 
各種委員会 

 
点検・評価 

 
学科・科 

 
点  検 

 
評 価 

 
教 育 改 善

ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ

改 

善 

提 

案

報 

告 

付 

託 

実 行

方 

実 

行

実 

行

報 

告

運営諮問会議 校 長 
報 告 諮 問

提言・評価

＊ 年度ごとの運営目
標・計画について 
 

＊ FD 推進計画 

報 告
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資料Ａ－１－③－２

平成 18 年度各学科（科）の運営目標 
 
◎ 機械工学科 
                              主任 刑部 冨夫 
（略） 
２． 平成１8 年度実施計画 
（略） 

２．５ 研究に関する目標 
       現在の研究活動の状況や問題点を把握し、地域産業のニ－ズに応えられるように研

究内容の選定及び研究の活性化を進め、その結果を教育に反映させる。 
［１］  科学研究費など各種外部資金の獲得には積極的に応募する。 
［２］ １８年度は各教員が努力し、論文発表の増加を目指す。 
［３］ 学科として積極的に機関別認証評価に取り組む。 
［４］ 博士を取得される教員のための支援（必要経費等）。 

（略） 
 
◎電気情報工学科（電気工学科） 

                              主任 佐藤 眞一 
（略） 
２． 平成 18 年度実施計画 
（略） 

２．６ 研究活動 
[1] 教育へのフィードバック、地域活性化に役立つ研究を推進する。 

   [2] 個人ごとの目標を立て、学会発表、論文投稿実現に向けて努力する。特に、若手研究者

は年１回は学会発表するように意識させ、フォローする。 
   [3] 科研費は全員申請するように、また、（財）東予産業創造センターなどが仲介する公的受

託研究など申請する場合には複数教員で協力する。 
   [4] 卒業研究・特別研究に対しては指導教員と学生とのコミュニケーションを更に良くし、

卒業研究に対しては複数教員で協力して学生のフォローを行い、特別研究に対しては学

生に１回程度は学会発表させるなど活性化を行う。 
（略） 
 
◎電子制御工学科 

                              主任 榊原 久司 
（略） 
２． 平成１８年度実施計画 
（略） 

２．５ 教員研究活動の活性化、地域との連帯 
[1] 研究活動の活性化に務める。 

(1)  各教員の研究を活発にし、論文、国際学会での報告、紀要、口頭発表等の目標総計を2
桁以上とする。 

 (2) 科学研究費の申請を積極的に行うと共に、産学連携の共同研究を推進して資金獲得を

図る。また、ＪＳＴが募集しているシーズ発掘試験に応募する。 
(3)  17年度に引き続き、学位取得を目指す教員への援助を行う。 

[2] 共同研究、地域連携活動を強化する。 
(1)  愛媛県や新居浜市の諸機関との協力、連携を行う。  
(2)  地域企業との共同研究等の推進を図る。具体的には、卒業研究テーマとして「ＩＴコ
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ンテンツの製作」などを設け、以前より共同研究を行っている妻鳥通信工業との連

携を深める。 
(3) 小・中学校対象の出前講座に１件以上、新規に登録する。 
(4) 卒業生とのネットワーク形成および活用の取組みとして、新居浜高専メールマガジン

を卒業生に送付し、本校の近況を知ってもらう。 
（略） 
 
◎ 生物応用化学科 
                              主任 河村秀男 
（略） 
２． 平成１８年度実施計画 
（略） 
  ２．５ 研究活動 
  ［１］各教員は、科学研究費等、外部資金獲得のための申請を１件は行なう。 
  ［２］各教員は教育・研究成果の発表を１件は行う。 
（略） 
 
 
◎ 材料工学科 

                              主任 高橋 知司 
（略） 
２．平成１８年度実施計画 
（略） 

２．５ 研究活動 
     各教員が行っている研究活動を全員が把握し、学科内あるいは他学科教員との共同

研究、更には、学外の研究者との共同研究を検討する。 
学科内において、 
① 学会発表、論文発表等、5 件以上を目標とする。 
② 科学研究費、各種外部資金を 3 件以上獲得できることを努力目標とする。 

（略） 
 
◎ 数理科 
                              主任 竹田 正 
（略） 

2.5  研究 
教員個々の研究課題に加えて、数理科としても地域ニーズに対応した研究の可能性

を追求する。また、地域との連携の一層の推進も行う。また、教育研究についても

積極的に行う。 
（略） 
 

◎ 一般教養科 

                              主任 野口裕子 
（略） 
 ２．６  教員の研究活動の推進をはかる。 
   ［１］科学研究費の申請等を実現させていく。  
   ［２］年１本以上の論文執筆を心がける。  
（略） 

（出典 平成 18 年度学校運営目標）
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資料Ａ－１－③－３

平成１８年度高度技術教育研究センターの運営目標の実施状況 
 
１． 平成１８年度運営目標・方針 

 

 １．１ 学生高度教育の活性化方策を検討し、実施する。 

 １．２ 学内共同・学際研究の活発化を図る。 

 １．３ 都市エリア産学官連携促進事業の推進等、地域共研・技術相談の活発化を図る。 

 １．４ 実験研究設備の提供機会の増大を図る。 

 １．５ 教育・文化面での地域連携で昨年を上回る活動を行う。 

 １．６ 地域への情報発信をさらに強化する。 

 

２． 平成１８年度実施計画 

 ２．１ 学生高度教育の活性化方策を検討し、実施する。 

   ［１］専攻科生を中心とした活性化方策を、専攻科教育委員会、「愛テクフォーラ 

      ム」と連携して検討し、実施する。主な検討項目を以下に示す。 

    （１）科学技術シンポジウム等イベントへの参加の推進 

    （２）センター機器を利用した高度教育の推進 

    （３）企業と連携した共同研究等への参加の推進 

 

 ２．２ 学内共同・学際研究の活発化を図る。 

   ［１］「愛テクフォーラム」専門部会活動への複数教員の参加・協力、「都市エリ 

      ア事業」の推進を足がかりに、学内共同・学際研究の活発化を図る。 

   ［２］科研費等を含めた外部資金申請において複数教員が共同申請を行うように 

      サポートする。     

 

 ２．３  共同研究・技術相談の活発化を図る。 

   ［１］「愛テクフォーラム」会員の参加・協力、「都市エリア事業」の推進、 

      東予産業創造センター、西条産業情報支援センター（ＳＩＣＳ）との連携を 

      主に、愛媛大学、四国６高専、県公設試と連携して活発化を図る。 

   ［２］インキュベーション・ラボの利用促進、リエゾンルームの研究打合せ、 

      「愛テクフォーラム」会合等への活用を足がかりに、活発化を図る。 

   ［３］市場性のある共同研究・受託研究の増加に取り組み、テーマで計２０件を目 

      標とする。 

   ［４］市場性のある知財出願の増加に取り組み、２件以上を目標とする。 

      知財検討依頼は年１０件以上行う  

   ［５］技術相談は１００件以上を目標とする。各教員１件以上を目指す。 

 

 ２．４ 実験研究設備の提供機会の増大を図る。 

   ［１］実験研究設備は地域協力の武器なので、「愛テクフォーラム」と活性化方策 

      を検討し、実施する。主な検討項目を以下に示す。 

    （１）「愛テクフォーラム」会員へのパンフレット配布・説明、機器の見学  

    （２）技術相談におけるテスト測定 

    （３）分析機器、ＩＴ機器等の「愛テクフォーラム」会員、共同研究企業 

       への随時の技術教育 

 

 ２．５ 教育・文化面での地域連携で昨年を上回る活動を行う。 

   ［１］高専アイデア通りをものづくり教育支援センターと連携して推進する。 

    （１）教職員、学生のアイデアと実践力を活かし、元気あふれる地域づくりや 
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       キャンパス作りを進める。 

    （２）新居浜市、新居浜市教委、「愛テクフォーラム」等地域の諸機関、市民団 

       体と連携しながら、既に取り組んでいるプロジェクトや新規プロジェクト 

       の組織化を検討する。 

   ［２］出前講座について新居浜市教委、小中学校、公民館等と連携して進展を図る。 

   ［３］教育フォーラムを教務委員会、新居浜市教委、小中学校、愛媛県教委と連携 

      して進める。 

   ［４］公開講座について「愛テクフォーラム」、公民館等と連携して進展を図る。 

   ［５］ＳＰＰ事業を教務委員会、小中学校と連携し新規テーマで実施する。 

 

 ２．６ 地域への情報発信をさらに強化する。 

   ［１］「愛テクフォーラム」会員の参加・協力、東予産業創造センターの協力を 

      得て、テーマ研究会・交流会イベントの活動を行っていく。マスコミへの 

      取材要請を強化・継続する。 

   ［２］技術面の地域活動では、介護工学研究会、新居浜高専知財研究会、ＳＩＣＳ 

      コーディネート活動等の推進を図る。 

   ［３］科学技術特別シンポジウムは、一般・学生対象として分りやすい講演内容で 

      継続開催し、市民の参加を促す。 

   ［４］新居浜市生涯学習センターと共催し、「新居浜高専市民講座」を継続開催 

     する。 

   ［５］技術シーズ集を発行して、「愛テクフォーラム」、企業へのPRに活用する。 

      パンフレット、パネル展示も活用する。 

   ［６］イベント時にはポスターにより広報するとともに、カレントな冊子を 

      作成する。 

   ［７］活動報告書、高度技術教育研究センター報を作成する。 

（出典 平成 18 年度学校運営目標・計画）

 

資料Ａ－１－③－４

平成１８年度学校運営重点推進目標 
 

個性豊かな教育を創造・実践するとともに、教育研究の向上にたゆまず努力し、地域とともに歩

む信頼される学校をめざし、次の取組みに重点を置く。 
  （略） 
９．研究活動に関すること 

○教育にフィードバックできる研究、地域の産業文化の発展に貢献できる研究を推進するととも

に、知的財産を創出するような研究を支援する。 
○科学研究費をはじめ各種の外部資金に積極的に応募するとともに、学内に共同研究推進を支援

する研究費を措置する。 
○査読付き論文発表数、学会での口頭発表数を対前年度比大幅に増加させる。教育実践論文の投

稿、各種教育研究集会での発表を奨励する。 
○長期の海外研修プログラムなど研修機会の充実を図る。 
○個人研究費の配分に当たっては、研究計画、研究成果の評価を反映させる。 

 
１０．地域連携に関すること 

○高専技術振興協力会「愛テクフォーラム」の専門部会の活動を活発化させるなど産学連携協力

の推進を図る。 
○地域共同研究、受託研究、技術相談の件数の増加に努めるとともに、愛媛県東部都市エリア産

学官連携促進事業関係の研究の推進を図る。 
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○産学連携の下、地元のものづくり基盤を担う人材の養成につとめる。 
○客員研究員、科学技術コーディネーター、地域連携アドバイザー、教育アソシエイトなど外部

人材の積極的な受入を図るとともに、「インキュベーション・ラボ」や「リエゾンルーム」な

ど施設の活用を図る。 
○教育フォーラム、出前講座、公開講座など生涯学習や学校教育支援の取組を一層充実する。 
○高専アイデア通りプロジェクトを推進し、高専の知恵と行動力を地域づくりに活かす取組を進

める。 
○卒業生とのネットワークを強化し、同窓会活動が活性化するよう関係者と協議し、具体的な取

り組みを開始する。 
 （略） 
 

（出典 平成 18 年度学校運営重点推進目標）
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資料Ａ－１－③－５

氏　　名

地域との連携

 

注）研究業績が掲載されている「平成1７年度国立新居浜工業高等専門学校年間業績報告」の該当ページのコピーを添付してくださ
い（原稿段階のものでも可）。

研 究 計 画 ･
方 法 ･ 概 要

 

研究の教育へ
の フ ィ ー ド
バ ッ ク

 

テ ー マ 名
 

研 究 目 的

 

平成1８年度 研究計画調書
平成    年 　月　  日

学 科 名  職　　名   
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（卒業研究）

（特別研究）

備 考

一般 総合評価

計 画 評 価

卒業研究・特別
研究のテーマ名

区 分 機械 電気 電子 材料 数理

平
成
18
年
度
の
具
体
的
な
研
究
計
画

内 容

 

外 部 資 金

 

研究成果の発
表 予 定

 

 

（出典 総務課資料）

 

資料Ａ－１－③－６

科学研究費採択向上検討ＷＧ報告（要約） 
平成１８年７月１８日

高度技術教育研究センター長 川崎宏一 
電気情報工学科    先山卓朗 

1. 平成１８年度申請に関する分析 
1.1 科研費第１段審査における評定要素について 

 不採択課題中におけるおおよその順位（A：上位 20% Ｂ：20%～50% Ｃ：50%以下） 
 評定要素ごとの結果（４段階評価の平均点） 
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学術的重要性・妥当性、 
研究計画・方法の妥当性、 
独創性・革新性、 
波及効果・普及性、 
研究遂行能力・研究環境の適切
性 
 平成１８年度の新規課題採
択率は平均 22.1%となっている
ため、４段階評定のうち３以上
を得ることが重要となる。 
 
1.2 評定結果に関する分析  
 評定が３以上の項目がある
課題については、評定が低い部
分について再検討することで
来年度以降での採用が期待さ
れる。 
 評定が２以下となる課題に
ついては、申請内容に関する吟
味が不十分と思われる、申請書
類に空欄が目立つ・読みづらい
等により見映えの悪い、などの共通点が挙げられる。 
 
2. 採択率向上へ向けた提案 

科研費第１段階の審査員は１人あたり１００件程度の書類を審査しているため、研究内容だけ
ではなく、申請書類の見た目（体裁）も重要である。来年度以降、科研費の採択率を向上するた
めには、以下の点を考慮して申請書類を作成していただきたい。 

 理解されやすい研究内容 
審査委員は必ずしもその分野の専門家とは限らないため、誰が見てもわかりやすい記述を心がけ
る。 

 申請書類のブラッシュアップ 
申請書類作成時に、経験者などに事前チェックしてもらい客観的な評価を確認しておく。また、
前年度不採択課題を評定結果に基づき修正して再申請することも有効である。 

 研究遂行能力 
まずは金額の低い申請により実績を積むことが重要、研究業績として少なくとも年１本は査読付
き論文や国際会議での発表をしておく。または学外の著名な研究分担者の協力を仰ぐことも有効
である。 

 見た目の好印象を与えるには 
図やカラー表示を最大限に活用し、また記入欄の８～９割は埋めるように心がける。 

機関ごとの採択率はほぼ２割前後であることを考えると、２桁採択のためには申請数５０件を
目標とする必要がある。是非、十分な時間のとれる夏休み中に申請書の作成に取り組んでくださ
い。 
 

（出典 高度技術教育研究センター報 第６号より抜粋）

 

（分析結果とその根拠理由） 

研究活動の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制はほぼ整備され，機能

している。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

高度技術教育研究センターを拠点として，新居浜高専技術振興協力会 愛テクフォーラムおよ

び協定にもとづく新居浜市との連携により研究支援を行う体制が整備されている。 

年
数

人
数

金額
（万円）

エフォート
順
位

重要性
研究
計画

独創性
波及
効果

遂行
能力

ア 3 1 1749 20 B 3.17 2.67 2.67 3.00 2.67
イ 4 2 1200 7 B 2.67 2.67 2.33 2.67 3.00
ウ 3 1 1066 50 C 2.67 2.67 2.83 3.00 2.33
エ 3 5 1990 50 C 1.67 1.83 1.67 2.00 1.83

オ 2 3 498 15 A 3.00 3.00 3.00 3.00 2.67
カ 2 1 256 20 B 3.00 2.33 2.33 2.67 2.33
キ 3 4 490 30 C 2.00 1.00 2.00 2.00 2.67

ク 2 1 323 60 B 2.33 2.00 2.00 1.67 1.67

ケ 2 2 300 5 B － － － － －

特定領域

平成１８年度申請における非採択課題の評定結果

基盤（Ｂ）

基盤（Ｃ）

若手（Ｂ）
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平成 16 年度から平成 18 年度まで「ナノテク・材料」を特定領域とした都市エリア事業にお

いて資金的な支援を受けるとともに，産学連携促進ために専任の科学技術コーディネータが２

名配置されている。 

産官学の情報交流の場として，地域企業と教員を対象とした工業技術懇談会をほぼ年２回開

催しており，平成 18 年度に通算 41 回に及んでいる。 

知財関連では，取得したノウハウ１件について製品が発売されて，高専機構としての知財の

初収入となる成果となった。平成 18 年度は高専機構から７件の特許出願を行った。 

 

（改善を要する点） 

該当なし。 

 

（３）選択的評価基準の自己評価の概要 

研究活動の目的として，「高度技術の教育による創造性豊かな人材育成」，「専門分野の枠を越

えた研究体制による教育研究の推進」，「地域産業の技術高度化への貢献」を掲げ，高度技術教

育研究センターを拠点として研究活動を行っている。 

「高度技術の教育による創造性豊かな人材育成」を達成するために，学生の卒業研究や特別

研究を教員の専門性を活かした研究テーマで実施している。学生の高度技術教育を進めるため

の支援として，研究計画調書を基づく研究費の配分や高度技術教育研究センターの施設利用，

技術職員の配置などがある。 

その結果，特に専攻科課程の学生は中国四国地区専攻科生研究交流会をはじめとして学外で

活発に研究成果を発表している。また，各種コンテストの参加も目的として卒業研究を展開し，

デザインコンペティションでの最優秀賞受賞など多くの成果を上げている。研究成果が授業に

活用された事例として，「低学年導入教育用教材の製品化」があり，国立高等専門学校機構とし

ての知財の初収入となった。 

「専門分野の枠を越えた研究体制による教育研究の推進」を達成するため，異なる専門分野

の複数教員が連携した研究に対して，高度技術教育研究センターの施設利用や共同研究推進費

の配分などの支援があり，これを活用した複数学科間の共同研究が進められている。 

「地域産業の技術高度化への貢献」を達成するために，高度技術教育研究センターが地域企

業などとの窓口となって活動しているだけでなく，教員の専門分野や研究テーマを研究者総覧

としてホームページに掲載し，企業などから直接教員へ問い合わせることもできるようにして

いる。 

新居浜高専技術振興協力会 愛テクフォーラムを組織し，7 つの研究専門部会を設置して，産

学連携を図っている。また，新居浜市と，地域の振興・発展，教育研究の充実及び人材の育成

に寄与することを目的とする連携協定を締結している。産官学の情報交流の場として，地域企

業と教員とを対象とした工業技術懇談会を本校で開催しており，平成 18 年度には通算 41 回に

達している。さらに，「ナノテク・材料」を特定領域とした都市エリア事業により，資金的な支

援を受けるとともに，専任の科学技術コーディネータが２名配置された。地域連携を推進する

ためのリエゾンルームの整備や知的財産の権利化等を行うために知的財産委員会の設置も行っ

ている。 
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これらの成果として，地域連携関連の研究業績が多く上がっており，共同研究，受託研究，

技術相談も活発に行っている。また，平成 18 年度は高専機構から７件の特許出願を行った。 

研究活動の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制は，教育活動や管理運

営活動の点検・評価・改善システムに組み込まれている。このシステムによって，研究活動の

支援・活性化の方策が定められる。全教員は年度末に研究報告書を提出しており，実施状況の

評価を各学科（科）主任が行っている。 

 

（４）目的の達成状況の判断 

目的の達成状況が良好である。 
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Ⅳ 選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

 

１ 選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的 

 

 本校の正規課程の学生以外に対する教育サービス活動は，学校運営の基本方針のひとつ「地域と共

に歩む「信頼」される学校を目指します」に基づいて行われ，本校の人的・物的資源を地域社会へ還

元することによって，地域の人材育成や生涯学習に貢献することを目的とする。 
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選択的評価基準 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況  

（１）観点ごとの分析  

観点Ｂ－１－①： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の

学生以外に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 
（観点に係る状況） 

本校は学校運営の基本方針のひとつに「地域と共に歩む「信頼」される学校を目指します」

と掲げており，本校の人的・物的資源を地域社会へ還元することによって，地域の人材育成や

生涯学習に貢献することを目的としている。これに基づいて毎年学校運営重点推進目標の中に

地域に対する教育サービスに関する項目を挙げている（資料Ｂ－１－①－１）。 

平成 18 年度は「生涯学習や学校教育支援の取組みを一層充実する」を掲げ，高度技術教育研

究センターやものづくり教育支援センター，教務委員会などが一般市民や小中学生向けに実施

計画を立てて活動を行っている（資料Ｂ－１－①－２，資料Ｂ－１－①－３，資料Ｂ－１－①

－４，資料Ｂ－１－①－５）。 

中学生向けに創造・製作・実験の面白さ楽しさを体験してもらうために，「夏季体験学習」を

毎年夏季休業中に本校にて各学科ごとに実施している（資料Ｂ－１－①－６）。また，ものづく

りの魅力を体感してもらうために，「ものづくりフェスタ in 松山」を愛媛大学にて小学校５年

生～中学校３年生とその引率者を対象に，平成 17 年度から夏季休業中に開催している（資料Ｂ

－１－①－７）。さらに，学園祭においても，学生主催の学科展示と共同で，一般市民対象に「体

験講座」を実施している（資料Ｂ－１－①－８）。 

生涯学習講座として新居浜市生涯学習センターと新居浜高専との共同主催で，新居浜生涯学

習大学に教員を講師として派遣し，一般市民の生涯学習・資質向上に寄与する目的で「新居浜

高専市民講座」を毎年開催している（資料Ｂ－１－①－９）。また，新居浜市との連携協定事項

「産業振興の推進」の一環として，新居浜機械産業協同組合の新入社員を対象とした溶接技術

の入門的実技研修と経験者向けＴＩＧ溶接実技研修を公開講座として実施している（資料Ｂ－

１－①－１０）。経験者向け研修は雇用・能力開発機構 愛媛センターと連携して企画・実施し

たものである（資料Ｂ－１－①－１１）。 

出前講座は小中学生対象を 59 件，一般市民対象を 25 件用意し，ホームページに掲載した（資

料Ｂ－１－①－１２）。また，その一覧表を新居浜市教育委員会学校教育課・社会教育課を通じ

て小・中学校，公民館に配布するとともに，新居浜市市民部市民活動推進課のホームページに

リンクさせた（資料Ｂ－１－①－１３）。 

市民対象のシンポジウムとして，平成 12 年度から毎年科学技術特別シンポジウムを開催して

いる（資料Ｂ－１－①－１４）。 

科学技術振興機構のサイエンス・パートナーシップ・プロジェクトにおける教員研修を，小

中学校の理科教育に携わる教員を対象に平成 15，16 年度に引き続き平成 18 年度にも開催した

（資料Ｂ－１－①－１５）。 

平成 18 年度に，文部科学省「現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代ＧＰ）－地域活性

化への貢献（地元型）」に選定され，「地域連携プロジェクト型ものづくり活動 －工都新居浜の

活性化プラン－」のテーマで平成 20 年度まで外部資金支援を受けることとなった（資料Ｂ－１

－①－１６）。活動は現代 GP 地域連携ものづくり活動実行委員会を核として実施し，教育サー
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ビスに関連しては「ものづくり人材育成」のプロジェクトとして取組んでいる（資料Ｂ－１－

①－１７）。平成 18 年度は「現代ＧＰものづくり教育研究フォーラム・新居浜高専教育フォー

ラム２００６」を「地域連携プロジェクト型ものづくり活動の可能性」のテーマで開催した（資

料Ｂ－１－①－１８）。なお，新居浜高専教育フォーラムは，平成 14 年度から継続開催してき

たが，平成 18 年度は現代ＧＰものづくり教育研究フォーラムと合同開催とした。ホームページ

に案内を掲載するとともに，案内・ポスターを愛媛県全県下自治体の教育委員会，新居浜市教

育委員会など地域に配布した（資料Ｂ－１－①－１９）。また，小中学校教員との連携を図るた

めメーリング・リスト「新居浜サイエンスクラブ」を開設した（資料Ｂ－１－①－２０）。 

 

資料Ｂ－１－①－１

（出典  本校ホームページ）

 

資料Ｂ－１－①－２

平成１８年度学校運営重点推進目標 
 

個性豊かな教育を創造・実践するとともに、教育研究の向上にたゆまず努力し、地域とともに歩

む信頼される学校をめざし、次の取組みに重点を置く。 
 （略） 
１０．地域連携に関すること 



新居浜工業高等専門学校 選択的評価事項Ｂ 

 - 62 -

○高専技術振興協力会「愛テクフォーラム」の専門部会の活動を活発化させるなど産学連携協力

の推進を図る。 
○地域共同研究、受託研究、技術相談の件数の増加に努めるとともに、愛媛県東部都市エリア産

学官連携促進事業関係の研究の推進を図る。 
○産学連携の下、地元のものづくり基盤を担う人材の養成につとめる。 
○客員研究員、科学技術コーディネーター、地域連携アドバイザー、教育アソシエイトなど外部

人材の積極的な受入を図るとともに、「インキュベーション・ラボ」や「リエゾンルーム」など

施設の活用を図る。 
○教育フォーラム、出前講座、公開講座など生涯学習や学校教育支援の取組を一層充実する。 
○高専アイデア通りプロジェクトを推進し、高専の知恵と行動力を地域づくりに活かす取組を進

める。 
○卒業生とのネットワークを強化し、同窓会活動が活性化するよう関係者と協議し、具体的な取

り組みを開始する。 
 （略） 

（出典 平成18年度学校運営目標・計画）

 

資料Ｂ－１－①－３

平成18年度 高度技術教育研究センター運営目標 

 

２．５ 教育・文化面での地域連携で昨年を上回る活動を行う。 

  ［２］出前講座については小中学生用テーマに力を入れる。２５テーマの開設を目標とする。

そのうち、実習を伴うテーマは１７テーマを目標とする。また、新居浜市教委、小中学

校の理科部会等と連携して１０件以上の実施を目標とする。 

     ［３］教育フォーラムを教務委員会、新居浜市教委、小中学校、愛媛県教委と連携

して進める。 

    ［４］公開講座について「愛テクフォーラム」、公民館等と連携して進展を図る。 

    ［５］ＳＰＰ事業を教務委員会、小中学校、と連携し、新規テーマで実施する。   

２．６ 地域への情報発信をさらに強化する。 

  ［３］科学技術特別シンポジウムは、一般・学生対象として分りやすい講演内容で継続開催し、

市民の参加を促す。 

   ［４］新居浜市生涯学習センターと共催し、「新居浜高専市民講座」を継続開催する。 

 

（出典 平成18年度学校運営目標・計画）

 

資料Ｂ－１－①－４

平成18年度ものづくり教育支援センター運営目標 
 

１． 平成１８年度運営目標 

 １．１ ものづくり教育の全学的な取組を推進するとともに、ものづくりのための環境を整備す

る。 

 １．２ ものづくり教育を積極的に支援するため、技術室の活動の活性化を図る。 

 １．３ 地域と連携したものづくり活動を推進する。 

 

 ２．４ 地域との連携 

   [1] 地域との技術交流・技術支援を推進する。 

   [2] 地域のものづくり人材育成事業に参画する。 

   [3] 「シンボルロボ・アイデアコンテスト」への応募作品の中からロボットを製作し、地域
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づくりに協力する。 

   [4] ものづくり教育支援センターホームページを充実し、地域への情報発信を行う。 

 

（出典 平成18年度学校運営目標･計画）

 

資料Ｂ－１－①－５

平成18年度教務委員会運営目標 
 

 （略） 

４． 平成１８年度実施計画 

４．１  改善を加えながら実施する業務 

[３] 夏季体験学習・体験講座：ＷＧの結成 

[４] 学校見学会：デモ実験を含めた見学方法の検討と実施 

 （略） 

４．３ 他部門との連携体制の整備 

[５] 高度技術教育センターとの連携：出前講座の拡充、新居浜高専教育フォーラム２００６、

サイエンス・パートナーシップ・プログラムなど 

 （略） 
（出典 平成18年度学校運営目標・計画）
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資料Ｂ－１－①－６
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（出典 イベント担当ＷＧ資料）
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資料Ｂ－１－①－７
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（出典 イベント担当ＷＧ資料）



新居浜工業高等専門学校 選択的評価事項Ｂ 

 - 68 -

 

資料Ｂ－１－①－８

科展示 
機械工学科 

    
 

電気情報工学科 

   
 

電子制御工学科 

   
 

生物応用化学科 

   
 

材料工学科 
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専攻科 

   
（出典 本校ホームページ）

 

資料Ｂ－１－①－９

新居浜高専市民講座 

 

  ・制御って、「制して御する」ことなの？           ５月１３日（土） 

・「ストレス」のお話～ものづくりと精度設計～       ６月１７日（土） 

・古文書で読み解く中世の瀬戸内海流通史             ７月１５日（土） 

・対数の世界                                       ８月２６日（土） 

・楽しめるデジタル画像                             ９月１６日（土） 

・わかりやすい基礎からの電波の話                 １０月 ７日（土） 

・最高裁判例を読む～幸福を追求する権利～         １０月２８日（土） 

・界面化学の世界                                 １２月 ９日（土） 

 

（出典 新居浜市市民部生涯学習センターホームページより抜粋）

 

資料Ｂ－１－①―１０

平成１８年度溶接技術等実技研修実施要領 

１ 趣旨等 

 平成１６年度に本校と新居浜市との間で締結した「連携協力協定」中の「産業振興の推進」

の一環行事として、新居浜機械産業協同組合から技術研修の要請があり、公開講座として工作

機械の入門的実習指導を実施した。本年度も同組合から溶接（アーク及びＴＩＧ）技術研修の

実施要請があり以下のとおり実施する。 

２ 日 時 

 平成１８年１２月１日（金）  ～  平成１８年１２月８日（金） 

     １７：３０ ～ １９：３０     

 （講習時間は、２時間×２日＝４時間で終了する。１回６人まで受講可能） 

３ 場 所 

  本校機械実習工場 

４ 講 師 

 技術室専門職員 渡邊定知、 技術室技術職員 山口 翼 

５ 受講者 

  新居浜機械産業協同組合傘下企業社員 １４名 
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６ 受講料 

  ５，２００円 × １４人 ＝ ７２，８００円 

      （授業料その他の費用に関する規則 第１４条に基づく公開講座受講料） 

    ・愛テクフォーラム会員企業が受講する場合は、１名分（５，２００円 ）を 

   愛テクフォーラムが負担する。 

 研修内容 

  ●ＴＩＧ溶接 

      下向きビードの置き方、下向き突合せ溶接、水平すみ肉溶接 

  ●アーク溶接 

    ・下向きビードの置き方（ストリング、ウィービング）、下向き突合せ溶接、 

   水平すみ肉溶接 

    ・１日目はアーク溶接、２日目は炭酸ガス・アーク溶接を実施する。 
（出典 総務課資料）
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資料Ｂ－１－①－１１

 
（出典 総務課資料）
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資料Ｂ－１－①－１２

平成１８年度 新居浜高専 出前講座一覧 
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（出典 本校ホームページ）
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資料Ｂ－１－①－１３

新居浜市市民部市民活動推進課のホームページでの新居浜高専出前講座のリンク 

 

 
 

（出典 新居浜市市民部市民活動推進課ホームページより抜粋）

 

資料Ｂ－１－①－１４

第７回科学技術特別シンポジウムの案内 

 

「第７回科学技術特別シンポジウム」   

－ 科学と教育研究の最先端 － 

                  と き   ７月１４日(金) 14:30～16:50 

                  場 所  新居浜高専 第一会議室 

                       新居浜市八雲町 7－1 

                  お問合せ  新居浜高専 高技センター 

                       TEL   0897-37-7701 

                            E-mail  shomu-s@off.niihama-nct.ac.jp 

 

  この度、新居浜高専において、2000 年から毎年実施しております「科学技術特別シンポジウ

ム」の第７回目を開催する運びとなりました。「科学技術特別シンポジウム」の趣旨は、エン

ジニアを志す青少年をはじめ一般の市民に科学技術に親しむ多様な機会を提供し、科学技術に

対する関心と理解を深めて、科学技術の振興を図るものです。 
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 学術研究又は教育研究の第一人者である方に講演していただき、さらに、地域企業の皆様、

行政との交流を一層深めるとともに、日本を支えていく科学技術について一緒に考え、新しい

科学技術の進展を図り，新産業創出に寄与していこうと考えております。 

  今回は「科学と教育研究の最先端」と題しまして、ＳＰｒｉｎｇ－８など放射光を利用して、

乳ガンなどの画像診断や材料検査の革新に挑戦されている東京理科大学の安藤教授、及び、発

想力教育の研究と実践で工学教育賞を受受賞された岡山大学の塚本教授に講演をお願いいたし

ました。 

 皆様には是非とも今回のシンポジウムにお越しいただき、ご聴講いただきますようご案内申

し上げます。なお、準備等の都合がありますので、お手数とは存じますが、ご出席の連絡を別

紙により７月７日(金)までにファクシミリ又はＥメールにてご回報くださいますようお願い申

し上げます。 

 内 容 

  14:30～14:40 開会挨拶  新居浜工業高等専門学校長 水野 豊 

   14:40～15:30 講演題目  「X 線屈折画像開発 

             ―医用画像と材料検査において役立つであろうか―」 

              講師 東京理科大学 総合研究機構 DDS 研究センター 安藤 正海 教授 

              旧  高エネルギー加速器研究機構   物質構造科学研究所  教授 

    15:30～15:50 ＜休憩:懇談、パネル展示（専攻科生の研究成果紹介）２０分＞ 

    15:50～16:40 講演題目 「発想力教育」 

           講師 岡山大学  創造工学センター長  塚本 真也 教 授 

         工学部 機械工学科（大学院／自然科学研究科／産業創成工学専攻） 

    16:40～16:50  閉会挨拶  東予産業創造センター専務理事 片上 政明 

主 催   新居浜工業高等専門学校、財団法人 東予産業創造センター、 

      愛テクフォーラム 

後 援   財団法人 えひめ産業振興財団、フロンティア企業クラブ 

 

（出典 高度技術教育研究センター報第６号より抜粋）
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資料 B－１－①－１５
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（出典 地域連携係資料）
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資料 B－１－①－１６

文部科学省現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代ＧＰ） 
「地域連携プロジェクト型ものづくり活動 －工都新居浜の活性化プラン－」 

実施体制図 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

（出典 現代ＧＰパンフレットより抜粋，本校ホームページにも掲載）

 

資料 B－１－①－１７

新居浜工業高等専門学校現代 GP 地域連携ものづくり活動実行委員会要項 
平成１８年１２月１２日要項第４号

（設置） 
第１条 新居浜工業高等専門学校現代 GP 地域連携ものづくり推進運営委員会規程第６条に基づき、
新居浜工業高等専門学校現代 GP 地域連携ものづくり活動実行委員会（以下「実行委員会」という。）
を置く。 
 （審議事項） 
第２条 実行委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 
 (1) プログラムの企画・調整に関する事項 
 (2) プログラムの進捗状況の管理に関する事項 
 (3) その他プログラムの実行に関する重要な事項 
 （組織） 
第３条 実行委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 
 (1) ものづくり教育支援センター長 
 (2) 地域ものづくりコーディネーター 
 (3) 高度技術教育研究センター長 
 (4) 高度技術教育研究センター教育連携担当副センター長 
 (5) 総務課長 
 (6) 学生課長 
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 （委員長） 
第４条 実行委員会に委員長を置き、ものづくり教育支援センター長をもって充てる。 
２ 委員長は、実行委員会を招集し、その議長となる。 
３ 委員長に事故のあるときは、高度技術教育研究センター長が、その職務を代行する。 
 （専門委員） 
第５条 実行委員会に次の各号に掲げる専門委員を置く。 
  (1) 新居浜市小学校理科教科会会長 
  (2) 新居浜市中学校理科教科会会長 
  (3) 新居浜市中学校技術教科会会長 
２  専門委員は、実行委員会の要請に基づき意見を述べる。 
 （任期等） 
第６条 第３条及び前条に掲げる委員の任期は、平成２１年３月３１日までとする。 
２ 欠員により補充した委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
 （その他） 
第７条 実行委員会の事務は、総務課において処理する。 
 （雑則） 
第８条 この要項に定めるもののほか、必要な事項は、実行委員会が別に定める。 
附 則 
１ この要項は、平成１８年１０月１日から施行する。  
２ この要項は、平成２１年３月３１日限り、その効力を失う。  

（出典 新居浜工業高等専門学校規則集）

 

資料Ｂ－１－①－１８

現代ＧＰものづくり教育研究フォーラム・新居浜高専教育フォーラム２００６のポスター 

  
（出典  本校ホームページ）
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資料Ｂ－１－①－１９

現代ＧＰものづくり教育研究フォーラム・新居浜高専教育フォーラム２００６ 

の案内件数 

（電子メール及び現代ＧＰ地域ものづくりコーディネーター持参，併せての件数） 

愛媛県全県下自治体の教育委員会２０ 

新居浜市小中学校２８ 

西条教育事務所管内高等学校２１ 

自治体３ 

企業５５ 

（出典 総務課資料）
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資料 B－１－①－２０

 

（出典 総務課資料）

 

（分析結果とその根拠理由） 

学校運営重点推進目標に基づく実施計画にしたがって，新居浜高専市民講座等の教育サービ
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スを継続的に実施している。 

 

観点Ｂ－１－②： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がっている

か。また，改善のためのシステムがあり，機能しているか。 
（観点に係る状況） 

平成 18 年度は，「夏季体験学習」の参加者数は 2 日間で 658 名であり，アンケート結果は良

好であった（資料Ｂ－１－②－１、資料Ｂ－１－②－２）。「ものづくりフェスタ in 松山」の参

加者数は 56 名で，これも良好なアンケート結果を得ている（資料Ｂ－１－②－３）。 

「新居浜高専市民講座」は毎年継続して開催し，市民の間で定着してきている。平成 18 年度

は８講座実施したが，定員 40 名に対して一般市民 52 名が受講し，定員を超える参加があった。

平均出席率は 70.5％，皆勤者は 13 名，修了者は 24 名（７回以上出席者）で満足度も高く，本

講座は生涯学習センターの大学講座の中でも人気のある講座となっている（資料Ｂ－１－②－

４）。 

公開講座として，平成 18 年度は「ガラス工芸技術の世界」講座と「新居浜機械産業協同組合

との溶接実技研修」を開設した（資料Ｂ－１－②－５）。前者には４名，後者は初心者向けに

14 名，経験者向けに 10 名の参加があった（資料Ｂ－１－②－６，資料Ｂ－１－②－７，資料

Ｂ－１－②－８）。 

「出前講座」は小中学生対象として，小学校３件，中学校２件，地域の小学生クラブ１件の

計６件を実施した。これ以外に，外部の各種イベントへの出前参加として 10 件を実施した（資

料Ｂ－１－②－９）。 

科学技術特別シンポジウムは「科学と教育研究の最先端」のテーマで開催し，企業等，教職

員専攻科学生等 67 名が参加した（資料Ｂ－１－②－１０）。 

サイエンス・パートナーシップ・プロジェクトを小中学校の理科教諭及び校長・教頭を含む

15 名の参加を得て，開催した（資料Ｂ－１－②－１１，資料Ｂ－１－②－１２）。 

図書館は市民へ開放されており，入館者数はやや減少しているものの，貸出冊数には増加の

傾向がみられる（資料Ｂ－１－②－１３）。 

現代ＧＰの「ものづくり人材育成」の各プロジェクトについては検討を進め，取組の具体的

方針を決定した（資料Ｂ－１－②－１４）。 

「現代ＧＰものづくり教育研究フォーラム・新居浜高専教育フォーラム２００６」では，小

中高の教員をはじめ，新居浜市教育委員会関係者，一般市民，本校教職員等 81 名が参加し，「も

のづくり教育」や「現代ＧＰ地域連携」についての講演や取組の事例発表があり，活発な討論

が行われた（資料Ｂ－１－②－１５）。 

また，小中学校教員と連携を行うメーリング・リスト「新居浜サイエンスクラブ」を開設し，

学校登録としては 11 校，個人登録としては学外８名，新居浜高専教職員全員の登録を得た（資

料Ｂ－１－②－１６）。 

このほか，平成 17 年度には，外部講師ＩＬＡ（インターネット・ラーニングアカデミー）に

よる情報教育に関する講演会と講習会を，小中高の教員を対象として開催した（資料Ｂ－１－

②－１７，資料Ｂ－１－②－１８）。また，新居浜市との連携事業「ものづくりのまち新居浜シ

ンボルロボ・アイデアコンテスト」として，ものづくりのまち新居浜を想起させるロボットの
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アイデアを市民対象に募集した（資料Ｂ－１－②－１９）。小中学生の部 118 点、一般の部 185

点の応募があり，入賞作品の表彰式では講演会とロボットの実演を行った（資料Ｂ－１－②－

２０）。 

正規課程の学生以外に対する教育サービス活動の実施状況や問題点を把握し，改善を図って

いくための体制は，教育活動や管理運営活動の点検・評価・改善システムに組み込まれている

（資料Ｂ－１－②－２１）。このシステムによって，高度技術教育研究センターやものづくり教

育支援センターなどの年間運営目標の実施状況の点検・改善を実施し，教育サービス活動の支

援・活性化の方策を定めている。「新居浜機械産業協同組合との溶接実技研修」の公開講座は，

新居浜機械産業協同組合からの要望に応えて，従来の初心者向けの研修に加え，平成 18 年度か

らは経験者向けの研修を実施するようになった（資料Ｂ－１－②－６）。出前講座については，

平成 17 年度の実施件数が少なかったため，現代 GP 地域連携ものづくり活動実行委員会が小中

学校へのアンケートを行い改善を図ることとした（資料Ｂ－１－②－２２）。 

地域への教育サービス関連の新聞記事等への掲載は 10 件であった（資料Ｂ－１－②－２３）。 
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資料Ｂ－１－②－１

　平成１８年度　夏季体験学習　参加者　集計表

７月３１日　現在

（定員） 申込者 参加者 （定員） 申込者 参加者

Ｍ１ 20×４＝80 131 126

M 200 212 204 Ｍ２ 15×４＝60 54 51

Ｍ３ 15×４＝60 27 27

Ｅ１ 30×４＝120 113 107

Ｅ２ 30×４＝120 31 28

Ｄ１ 25×４＝100 31 31

Ｄ２ 25×４＝100 62 61

C 160 124 124 Ｃ１ 40×４＝160 124 124

Ｚ１ 25×４＝100 87 83

Ｚ２ 10×４＝40 21 20

計 940 681 658 235×４＝940 681 658

テーマ毎の欠席者２３人（実欠席者１９人）

103

学科 テーマ

Z

144

93

108

240

200

140

E

D

135

92

 
（出典 イベント担当ＷＧ資料）
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資料Ｂ－１－②－２

回答者数：634

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中１

中２

中３ 55

１．あなたは何年生ですか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくわかった

よくわからなかった

もう少しくわしく知りたかった

もっと簡単でよい

実習だけにして、学科紹介はないほうがよい

６．学科紹介を行いましたが、どう思いました

23
59

人数

46
人数

21
92

31
3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足できた

ふつう

少しもの足りない

その他

２．体験学習の内容はどうだったですか。 57

72

人数

3

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ちょうど良い

もう少しやりたかった

もう少し短い方が良い

３．体験学習の時間の長さはどうでしたか。 44

16

人

36

0% 20% 40% 60% 80% 100%

先生に紹介された

友達から紹介された

ポスターや実施要項をみた

新居浜高専のホームページをみた

その他

４．今回の体験学習を何で知りましたか。（複数回答可） 32

76

人

25

51

6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

先生から勧められた

友達から誘われた

内容に興味を感じた

新居浜高専に来てみたかった

その他

５．参加しようと思った動機は何ですか。（複数回答可） 37

12

人

36

27

12

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受験してみたい

進学先の候補の一つ

まだ考えていない

７．進学先として高専をどう思いますか。 27

19

人数

88

H18年度体験学習アンケート集計結
果

全体

 
（出典 イベント担当ＷＧ資料）
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資料Ｂ－１－②－３

　　　　　　　　　平成１８年度　ものづくりフェスタin松山　参加者

小学生 中学生 保護者 教員 計
Ａ 段返り人形作り 7 4 4 1 16
Ｂ 電子オルゴール作り 18 7 6 1 32
Ｃ 七宝焼きでエンブレム作り 11 3 2 1 18

計 36 14 13 3 66
参考 昨年度の出席状況（３コース）の計 21 17 6 0 44

小学生 中学生 保護者 教員 計
問１ 何年生ですか。
問２ 参加コースは。
問３ 講座をどうやって知ったか。

　　・学校の先生 19 10 6 3 38
　　・父母 10 3 13
　　・兄弟 0
　　・友達 4 4
　　・その他（インターネット） 1 1 2
　　　　　　　（子供から） 2 2
　　　　　　　（本校職員の学校訪問） 1 1 2

問４ 面白かったか。
　　・面白かった 33 14 10 3 60
（面白かったところは。）
Ａコース
・接着剤を使い自分でうまく作れたとき。（小５）
・作り方によって、まっすぐ進まない所（小５）
Ｂコース
・音をデーターに書き換えるところ（小４、小５）
・問題が見つかったとき。（小５）
・ハンダ付け（小５、小６）
・部品の組み立て（小５）

Ｃコース
・銅板に絵をデザインするとき。（小５）
・ペンダント作り（小５）
・自分で思ったデザインを作れるところ（教員）
　　・面白くなかった。 0

問５ また参加したいか。
　　・参加したい 31 11 9 3 54
　　・参加したくない 0
　　・分からない 2 3 1 6

問６ この講座でやってほしい事は。
　・ゴム型の飛行機作り（小５）
　・ロボット作り（小５・・３人、中１）
　・だがしのひみつ（小５）
　・大きなモーターを使用したい（小５）
　・ソーラー電池をつなげたオルゴール（保護者）
　・風力発電モデル（保護者）
　・ガラス細工（保護者）
　・色々な実験もの（保護者）
　・道具、材料など、自分たちで用意できるも
のであれば、家や学校でもできるのに、と思っ
た　（教員）

・今までやったことのないことがいっぱいできた
こと。（中３）

アンケート集計結果

上記出席者一覧のとおり
上記出席者一覧のとおり

参　加　者（延人数）
コース 内　容

平成18年8月5日現在

 
（出典 イベント担当ＷＧ資料）
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資料Ｂ－１－②－４

新居浜高専市民講座 

生涯学習センター 学長 山本光博 

 

平成１８年度の講座生は定員４０名のところ男性４３名、女性１３名の申し出があり、そのう

ち男性４１名、女性１１名の５２名が本年度の受講生となった。 

 『新しい技術、身近な話題についてやさしく説明します。』をテーマに計８回の講座を実施。

出席率の高かった内容は、 

１、「古文書で読み解く中世の瀬戸内海流通史」 

２、「楽しめるデジタル画像」 

３、「『ストレス』のおはなし」――ものづくりと精度設計――- 

４、「制御って、『制して、御する』ことなの?」 

５、「界面化学の世界」 

が７０％以上の出席率。平均出席率は７０.５％、皆勤者は１３名、 

修了者は２４名（７回以上出席者）であり、本講座は、大学講座の中でも人気のある講座と

なっている。 

本講座を受講したことによる効果として、①知識・技術・理解力が向上した。②脳の活性化・

ストレス解消に役立った。③人生が豊かになった感じがする。等の感想が多かった。 

また、他の人に講座内容等を伝えることで受講の経験を活かしたいと考えている人が多く、

本年度の講座の満足度については、６４％が満足している。 

３６％がおおむね満足している。と評価している。 

ただ、今後に望みたいこととして、 

・ 最新の話題性のあるテーマを取り上げてほしい。 

・ 実験やものづくりの講座内容がほしい。 

・ 現在の科学の最先端の紹介をしてほしい。 

等の要望も出ている。 
（出典 高度技術教育研究センター報第６号）
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資料Ｂ－１－②－５

 
（出典 新居浜市市政だより平成 18 年６月号）

 

資料Ｂ－１－②－６

新居浜機械産業協同組合との溶接実技研修 
 
（１）初心者向けアーク溶接とＴＩＧ溶接研修 
 新居浜市との「連携協力協定」に基づく「産業振興の推進」事業の一環として、新居浜機械産業
協同組合企業の従業員を対象に、毎年、機械実習工場において入門的な溶接技術研修を実施してい
る。 
 １８年度は、１２月１日（木）～８日（木）の夕方２時間、アーク溶接とＴＩＧ溶接実技研修を
実施した。研修には１４名の参加があり、終了後のアンケートでは、非常に良かったが８名、良か
ったが５名と、研修内容は好評であった。 
 
（２）経験者向けＴＩＧ溶接研修  
 平成１７年度に、「人材高度化研究会（新居浜機械産業）」において、新居浜機械産業協同組合、
雇用能力開発機構愛媛センターと共同で講義を含めたＴＩＧ溶接のカリキュラムを新たに策定し
た。平成１８年度は、そのカリキュラムに基づき、経験者向けＴＩＧ溶接研修を開設し、雇用・能
力開発機構愛媛センターの堀家氏を講師に、１月１３、２０、２７日の毎土曜日３日間、午前中３
時間講義、午後４時間実技というスケジュールで実施した。研修には、募集人数６名に対して１０
名の参加があり、本校のＴＩＧ溶接機３台に加えて、ＴＩＧ溶接機２台を搬入して実技研修を行っ
た。 
 受講者から、研修内容は概ね好評であったが、期間が長い、講義よりも実技の時間を長くして欲
しいとの要望があった。 
 

   

講義風景                ＴＩＧ溶接実習 
 

（出典 平成１８年度ものづくり教育支援センター活動報告書）
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資料Ｂ－１－②－７

 

○初心者向けアーク溶接とＴＩＧ溶接研修のアンケート結果 
 

                                回答数 １３人 

 研修内容はいかがでしたか 

   非常によかった ・・・・・・・・・・・ ８人 

   よかった ・・・・・・・・・・・・・・ ５人 

   あまり役に立たなかった ・・・・・・・ ０ 

   無意味だった ・・・・・・・・・・・・ ０ 

   その他 ・・・・・・・・・・・・・・・ ０ 

 

 研修期間はいかがでしたか 

   長い ・・・・・・・・・・・・・・・・ ０ 

   適当 ・・・・・・・・・・・・・・・・１１人 

   短い ・・・・・・・・・・・・・・・・ ２人 

   その他 ・・・・・・・・・・・・・・・  ０ 

 

 意見・要望等 

 ・練習できたのでよかった。 

 ・炭酸ガスは初めてで、よかった。お世話になりました。 

 ・炭酸ガスは初めてだったので、役に立ちました。 

 ・今後の仕事にいかせると思った。 

 ・半自動溶接を２日間研修したい。 

 ・自由に溶接ができた。 

 ・できる人間とできない人間を分けた方がよいと思う。 

 ・お世話になりありがとうございます。 

 ・仕事でアルミなどは使わないから勉強になった。 

 ・わかりやすかった。 

 ・練習になってよかった。 

 

（出典 平成１８年度ものづくり教育支援センター活動報告書）
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資料Ｂ－１－②－８

 

○経験者向けＴＩＧ溶接研修のアンケート結果 
 

                          回答数  ９人 

 研修内容はいかがでしたか 

   非常によかった ・・・・・・・・・・・ １人 

   よかった ・・・・・・・・・・・・・・ ８人 

   あまり役に立たなかった ・・・・・・・ ０ 

   無意味だった ・・・・・・・・・・・・ ０ 

   その他 ・・・・・・・・・・・・・・・ ０ 

 

 研修期間はいかがでしたか 

   長い ・・・・・・・・・・・・・・・・ ３人 

   適当 ・・・・・・・・・・・・・・・・ ５人 

   短い ・・・・・・・・・・・・・・・・ ０ 

   その他 ・・・・・・・・・・・・・・・  １人（普通） 

 

 意見・要望等 

 ・実技の時間が多い方がよい。 

 ・機器や溶接の知識が身につきましたありがとうございます。 

 ・よかった。様々な技術がわかった。 

 ・勉強になった。 

 ・溶接の勉強になった。 

 ・アークもやってみたい。 

 ・実技の時間がもう少しあった方がよかったです。 

 ・Ｔ継手が上達したのでよかった。 

 ・溶接機が足りなくて何もしない時間がもったいなく感じた。 

 ・わかりやすくてよかった。勉強になりました。 

 ・自分が今までわからなかったことがわかった。 

 

（出典 平成１８年度ものづくり教育支援センター活動報告書）
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資料Ｂ－１－②－９

新居浜高専出前講座 

 （小中学生対象） 

 
 
（イベントへの参加） 

 

番号  開 催 日    テ ー マ        イベント 

1  18. 8. 5 段返り人形 新居浜夏祭り 

2  18. 8. 19～20 フルーツ電池のパワーくらべ 愛媛大学理学部 

サマースクール 

3  18. 8. 19 タヌキロボットと遊ぼう 夏休みよんでんグループ 

フェスタ 

4  18. 8. 19 巨大シャボン玉 夏休みよんでんグループ 

フェスタ 

5  18. 8. 19 電気自動車 夏休みよんでんグループ 

フェスタ 

6  18. 8. 19 マイナス１９６℃の世界 夏休みよんでんグループ 

フェスタ 

番号 開 催 日   テ ー マ 相手先及び受講者数 

1 18.7.8 環境に優しいエネルギーについて 

 （リサイクルを考える） 
ジャスコ新居浜店 
   小学生    20 名 

2 18.7.11 福祉機器とユニバーサルデザインに

ついて 

新居浜南中学校 
        5 名 

3 18.7.22 ロボットの操縦 道後小学校 
       約300 名 

4 18.7.22 ミニ火山の実演 道後小学校 
       約300 名 

5 18.7.22 液体窒素の実験 道後小学校 
       約 300 名 

6 18.12.3 進路指導講座 
 「職業に学ぶ」 

新居浜南中学校  
        25 名 
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7  18.10.20 ヒューマノイドロボット，鉄琴ロボッ

ト，音声合成 IC など 

科学体験フェスティバル 

in 大洲 

8  18.11.19 トロッコ列車を引いたたぬきロボット 金子校区文化祭 

9  18.11.19 学生が製作した電気工作や電子装置な

どの作品とパネルを展示 

金子校区文化祭 

10 19.1.22,1.23, 

1.25, 1.29,1.30 

パソコン入門教室 

     社会人対象 

新居浜公民館 出前講座 

 

（出典 高度技術教育研究センター報第６号）

 

資料Ｂ－１－②－１０

第７回科学技術特別シンポジウム 参加者 

  企業等学外者  ２４名 

  教職員     １９名 

  専攻科学生   ２３名 

  本科学生     １名 

   計      ６７名  

（出典  高度技術教育研究センター報第６号）

 

資料Ｂ－１－②－１１

ＳＰＰ（サイエンス・パートナーシップ・プロジェクト）を実施しました 

 ８月２２日（火）、ＳＰＰを実施しました。『ＳＰＰ』とは、科学好き、理科・数学好きな

青少年を増やすために、文部科学省が実施する「科学技術・理科大好きプラン」事業の一環で

す。今回は、「理科光学教材の作成−簡易顕微鏡づくり−」をテーマとしました。新居浜市内の

小・中学校の理科教諭及び教頭・校長を含む１５名が参加し、「レンズの性能を理解しよう」

「簡易顕微鏡鏡をつくろう」の講義・実習を行いました。安価な材料を使用しての簡易顕微鏡

づくりに参加者も興味を示し、熱心に取り組んでいました。その後、参加者１５名と本校教員

１２名・学生ＴＡ６名による「理科教材に関する座談会」も開催し、日頃の理科授業及び理科

教材に関しての活発な意見交換を行いました。  

（出典 本校ホームページ）
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資料Ｂ－１－②－１２

 

 
（出典 サイエンス・パートナーシップ・プロジェクト実施報告書）
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資料Ｂ－１－②－１３

 

新居浜工業高等専門学校図書館の平成 18 年度校外者利用状況  

校外者利用（貸出冊数）の推移
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（出典 図書係資料）  

 

資料Ｂ－１－②－１４

現代ＧＰの「ものづくり人材育成」のプロジェクトの進捗状況 
 

○地域への出前授業・出前イベント等、出前活動プロジェクトとしての「青少年科学教室

プ ロ ジ ェ ク ト 」と 、地域の小中学校の理科教材を開発する「ものづくり教材開発プロジ

ェクト」を組み合わせて実施する。教材作成のテーマについては、平成 18 年度に小中学校

の理科ニーズ調査に基づきテーマ絞り込みを行い決定した。５グループのテーマは以下の通

りである。平成 19 年度に製作と出前授業を実施する。 

機械工学科「万能天体観察装置」 

      電気情報工学科「モータと発電機の教材の開発」，「直流と交流の説明教材の開発」

     電子制御工学科「カメラを用いた物体運動の観測システム」 
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           「3 次元グラフィックスを用いた天体シミュレーション」 

生物応用化学科「川の流れモデル装置の開発」，「気体検知管」 

     材料工学科「銅の製錬」，「酸化銅の還元」 

また、小中学校教員のものづくり教材開発実技研修に平成 19 年度に取組む。小中学校教
員が授業で利用する理科・技術科のものづくり教材開発の力量の向上を図る。 
 
○「青少年ものづくりコンテストプロジェクト」は平成 19 年度に新居浜市、新居浜市
教育委員会、企業組合、技術振興協力会「愛テクフォーラム」、等と連携して、小中学校、
高校、本校からものづくりの提案を募集して審査し、優れたテーマを選定して表彰
式を行う予定である。 

（出典 高度技術教育研究センター報第６号より抜粋）

 

資料Ｂ－１－②－１５

 現代ＧＰものづくり教育研究フォーラム・新居浜高専教育フォーラム２００６ 参加者 

 

   小学校関係者  １０名   中学校関係者        ６名 

   高校関係者    １名   新居浜市教育委員会     ４名 

   新居浜市役所   ５名   現代ＧＰ委員・一般市民等 １５名 

   教職員     ４０名                               

 計     ８１名 

（出典 高度技術教育研究センター報第６号）

 

資料Ｂ－１－②－１６

メーリング・リスト「新居浜サイエンスクラブ」登録数 

 

○学校登録：小学校 6 校、中学校 5 校 計１１校 

○個人登録：小学校 3 名、中学校 3 名、高校 1 名、博物館 1 名 （学外計８名） 

＋新居浜高専教職員全員 

（出典 高度技術教育研究センター報第６号）

 

資料Ｂ－１－②－１７

情報教育研修会 「情報教育・教育の情報化」について 

◆開催趣旨 

 愛媛県下の小中高の教員の皆様に、「教育の情報化」に関する基本的な技術を学んでいただくと

共に全国的に活躍する情報教育関連の実践者や研究者からの講義や、地域の情報教育について

の講演などを通じて受講者の情報教育に関する見識を深め、自らの教育実践や教育活動に役立て

ていただくことに加えて、学校内や各教育機関における情報化の推進・普及に貢献し、「教育の情報

化」における中心的な役割を担うための力量を身につけていただくことを目的として研修会を行ない

ます。 

◆共催 
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● 新居浜工業高等専門学校  

● 新居浜市教育委員会  

● 特定非営利活動法人 インターネットラーニングアカデミー(ILA)  

◆日時 平成 17 年 5 月 28 日(土曜日)  

◆会場 新居浜工業高等専門学校  

◆参加対象 小学校、中学校、高等学校、高等専門学校の教員  

◆日程 

 ◯講演会受付  9:30～10:00 

 ◯講演  10:00～12:00 (定員 先着 150 名) 

  10:00～11:00 

   「これでいいのか情報教育--体系的な情報教育の必要性--」 

   講師 田邉 則彦 氏  NHK「情報 A」講師 / 慶應義塾湘南藤沢中等部・高等部教諭 

  11:00～11:30 

   「e-ラーニングの基礎と実践」 

      講師 福村 好美 氏  長岡技術科学大学教授 

  11:30～12:00 

   「新居浜工業高等専門学校における情報基礎教育」 

      講師 勝浦 創 氏  新居浜工業高等専門学校助教授 

 ◯講習会受付  9:30～10:00  12:00～12:45 

 ◯講習会 13:00～16:00 (定員 各コース先着 45 名) 

    1.「情報教育における授業デザインコース」 

      (Photoshop Elements を利用したポスター作成による情報教育の授業デザイン) 

      講師 田邉 則彦 氏  慶應義塾湘南藤沢中等部・高等部教諭 

         江守 恒明 氏  富山県立大門高等学校教諭 

         (講習会協力：D-Project) 

    2.「エクセル初級コース」 

      (セルの概念、PC 入力の基礎から便利な関数の使い方まで) 

      講師 中平 勝子 氏  長岡技術科学大学助手  

◆受講料 無料  

◆事前予約 5/18(水)より事前予約を受け付けます。当日受け付けも行ないます。  

◆備考 車の駐車は可能です。  

◆お問い合わせ先 新居浜工業高等専門学校庶務課庶務係 

 TEL 0897-37-7700  

（出典 本校ホームページ）
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資料Ｂ－１－②－１８

情報教育研修会参加者内訳 

     参加者 

内容 

小学校

教員 

中学校

教員 

高校 

教員 

本校 

教職員

合計 

講演会 2 0 5 8 15 

授 業 デ ザ イ
ンコース 1 0 8 2 11 

講習会 
エクセル 
初級コース 2 0 0 3 5 

（出典 情報教育センター運営委員会資料）

 

資料 B－１－②－１９

 
（出典 シンボルロボアイディアコンテストポスター）

 

 

 



新居浜工業高等専門学校 選択的評価事項Ｂ 

 - 98 -

資料 B－１－②－２０

シンボルロボ・アイデアコンテスト表彰式を開催しました 

 

新居浜高専ものづくり教育支援センターが中心となり、 シンボルロボ・アイデアコンテス

トを実施しました。このコンテストは、青少年に科学技術の楽しさを実感させることによ

り、先人のものづくりにかけた情熱と精神の継承・発展をめざすとともに、だれもが親し

みと夢を感じられるまちづくりを推進するため、新居浜市等の協力のもと、実施したもの

です。一般の部１１８点、小中学校の部１８５点の応募があり、高専教員による一次審査

を経て、１月に審査委員会を開催し、 最優秀賞、佳作を含めた各賞が決定され、２月２６

日（日）に本校で表彰式を行いました。 

 表彰式には、新居浜市長を始めとする来賓にご出席頂き、受賞者とそのご家族、高専学

生、教職員等の約１００名が出席し、盛大に行われました。受賞者には、賞状と副賞が贈

られ、小中学校の部の最優秀賞には愛媛新聞社賞、一般の部の最優秀賞には新居浜高専技

術振興協力会会長賞が授与されました。 

表彰式終了後、奈良先端科学技術大学院大学の小笠原教授による「人に優しいロボットを

目指して」というテーマによる記念講演が行われ、参加者は熱心に耳を傾けていました。 ロ

ボットの実演も行われ、実際に参加者が操作を行い、最新のロボットを体感していました。

なお、受賞作品の中から実際にロボットを製作し、新居浜市内の公共の場所に設置してい

く予定です。 

☆受賞された皆さん 

小中学生の部 

○広瀬賞：夢が感じられる作品 

副田康平（最優秀賞），藤本姫歌 

○伊庭賞： 優しさやうるおいの感じられる作品 

稲田紗千，川口理沙 

○鷲尾賞： 元気が出るような作品  

定成真梨子，村上珠璃 

 

一般の部 

○広瀬賞： まちの歴史文化を表現する面でアイデアが優れて

いる作品 

伊藤章（最優秀賞） 

○伊庭賞： 地球環境の面でアイデアが優れている作品 

黒河英敏 

○鷲尾賞： まちの景観形成の面でアイデアが優れている作品

多田健二 

 

受賞作品は、こちらのペ

ージで見ることができま

す。 

 

（出典 本校ホームページ）
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資料Ｂ－１－②－２１

教育改善等実施の組織体制図 

                                     

 

   

                                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告 学科（科）の自己・点検評価 

                   教育改善活動 

 

（出典 第３回運営諮問会議報告書）

 

 

点検・評価運営委員会 

点検・評価の方針・実施計画の策定、点検・評価結果の公表

 

点検専門部会 

各種アンケート実施および結果の解析・評価 
年度ごとの学校運営目標及び計画の実施状況の評

価 
点検報告書の作成 
学校評価データベースの作成 

 

学校改革推進室 

教育方法改善方策の企

画・立案及び実施支援 

 
運 営 会 議 

 
各種委員会 

 
点検・評価 

 
学科・科 

 
点  検 

 
評 価 

 
教 育 改 善

ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ

改 

善 

提 

案

報 

告 

付 

託 

実 行

方 
針
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行

実 

行

報 

告

運営諮問会議 校 長
報 告 諮 問

提言・評価

＊ 年度ごとの運営目
標・計画について 
 

＊ FD 推進計画 

報 告
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資料Ｂ－１－②－２２
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（出典 地域連携係資料）
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資料Ｂ－１－②－２３

新聞等掲載記事一覧（平成１8 年度 教育サービス関連） 

 

日付 記事 新聞社等 

4 月 1 日 シンボルロボ・アイデアコンテスト 市政だより 

６月 新居浜高専公開講座 市政だより 

7 月 17 日 科学創造のカギ常識の破壊から 新居浜高専がシンポ 愛媛 

7 月 19 日 科学技術シンポ 毎日 

7 月 29 日 
文科省「現代的教育プログラム」に選定 新居浜高専 地域連携もの

づくり活動 
愛媛 

8 月 12 日 新居浜高専の取り組み採択 文科省の「現代ＧＰ」 朝日 

8 月 14 日 新居浜高専 文部科学省の現代ＧＰに採択 海南 e タイムズ 

8 月 24 日 親子で電気学んだよ フェスタに７００人参加 愛媛 

９月 
四国が誇る産学官連携プロジェクト 新居浜機械産業協同組合への

実技研修 
四国経済ナビ 

1 月 12 日 ものづくり教育を考える 愛媛 

（出典 高度技術教育研究センター報第６号）

 

（分析結果とその根拠理由） 

夏季体験学習，新居浜高専市民講座等の教育サービスを実施し，参加者数の確保状況やアン

ケート結果から，活動の成果が一定程度上がっているものと判断される。また，教育サービス

活動の成果を検証し，改善を図っていくための体制はほぼ整備されており，機能している。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 
（優れた点） 

文部科学省「現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代ＧＰ）－地域活性化への貢献（地

元型）」において「地域連携プロジェクト型ものづくり活動 －工都新居浜の活性化プラン－」

のテーマが採択された。その活動として，出前講座の実施，現代ＧＰものづくり教育研究フォ

ーラムの開催，メーリング・リスト「新居浜サイエンスクラブ」の開設などを行っている。 

科学技術振興機構のサイエンス・パートナーシップ・プロジェクトにおける教員研修を，小

中学校の理科教育に携わる教員を対象に平成 15，16年度に引き続き平成 18年度にも開催した。 

 

（改善を要する点） 



新居浜工業高等専門学校 選択的評価事項Ｂ 

 - 104 -

該当なし。 

 

（３）選択的評価基準の自己評価の概要 

本校は学校運営の基本方針のひとつに「地域と共に歩む「信頼」される学校を目指します」

と掲げており，本校の人的・物的資源を地域社会へ還元することによって，地域の人材育成や

生涯学習に貢献することを目的としている。 

ものづくりや実験の魅力を体験してもらうためのイベントとして「夏季体験学習」，「ものづ

くりフェスタ in 松山」，「体験講座」を開催している。 

毎年，新居浜市生涯学習センターとの共催で新居浜生涯学習大学にて「新居浜高専市民講座」

を開催している。平成 18 年度は，一般市民 52 名が受講し，好評を得た。 

公開講座として，新居浜機械産業協同組合の新入社員向けおよび経験者向けの溶接実技研修

を実施し，平成 18 年度は合わせて 24 名が参加した。 

出前講座は，小中学生対象と一般市民対象を用意し，その一覧表をホームページに掲載する

とともに，新居浜市教育委員会を通じて小・中学校，公民館に配布した。実施件数は６件であ

った。 

平成 12 年度から，市民対象の科学技術特別シンポジウムを開催し，平成 18 年度は企業など

の学外者が 24 名参加した。 

科学技術振興機構のサイエンス・パートナーシップ・プロジェクトにおける教員研修を，小

中学校の理科教育に携わる教員を対象に平成 15，16年度に引き続き平成 18年度にも開催した。 

現代ＧＰ「ものづくり人材育成」のプロジェクトを始動した。「現代ＧＰものづくり教育研究

フォーラム・新居浜高専教育フォーラム２００６」は，小中学校・高校の教員，新居浜市教育

委員会，一般市民，本校教職員等 81 名が参加し，講演，取組，事例発表について活発な討論が

行われた。また，小中学校教員との連携を図るためメーリング・リスト「新居浜サイエンスク

ラブ」を開設した。 

新居浜市との連携事業として，平成 17 年度に「ものづくりのまち新居浜 シンボルロボ・ア

イデアコンテスト」を実施し，小中学生の部 118 点、一般の部 185 点の応募があった。 

教育サービス活動の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制は，教育活動

や管理運営活動の点検・評価・改善システムに組み込まれている。このシステムによって，教

育サービス活動の支援・活性化の方策が定められる。  

 

（４）目的の達成状況の判断 
目的の達成状況が良好である。 
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